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第１章 計画策定の趣旨 

第１節 計画策定の目的及び策定の趣旨 

久米南町（以下、「本町」という。）においては、岡山市の一部（岡山市建部町）と本町のごみを

処理する一部事務組合である、岡山市久米南町衛生施設組合（以下、「組合」という。）において、

一般廃棄物の適正処理を実施してきました。 

国においては、令和元年 10 月に「食品ロスの削減の推進に関する法律」（以下、「食品ロス削

減推進法」という。）が閣議決定され、令和４年４月には「プラスチックに係る資源循環の促進等に

関する法律」（以下、「プラスチック資源循環促進法」という。）が施行されました。令和６年８月には、

循環型社会形成推進基本法に基づき、循環型社会の形成に関する施策の総合的かつ計画的な

推進を図るため、「第５次循環型社会形成推進基本計画」が策定されるなど、近年の廃棄物処理

を取り巻く社会情勢に大きな変化が生じています。 

また県においては、平成１９年３月に、「新岡山県ごみ処理広域化計画」を策定し、県内の各広

域ブロックごとの今後のごみ処理体制や処理施設の整備予定などの方針を示しており、本町は、

岡山市、玉野市とともに岡山ブロックに区分されています。令和４年３月に策定された「第５次岡

山県廃棄物処理計画」でも、岡山ブロックの区分は変更されておらず、広域ブロックのごみ処理

が求められています。 

県の計画に基づき、岡山市・玉野市・久米南町では、平成 25 年度にごみ処理広域化対策岡

山ブロック協議会総会において、広域処理に向けた取組を行っていくことを合意し、可燃ごみの

広域処理施設（以下「新可燃ごみ広域処理施設」という）を整備することを決めました。平成 26 

年度の「岡山ブロックごみ処理広域化基本計画」にて岡山市岡南環境センター、玉野市東清掃セ

ンター及び岡山市久米南町衛生施設組合立クリーンセンターの各焼却施設を統合し、新可燃ご

み広域処理施設を建設することとなりました。 

組合では、岡山市久米南町衛生施設組合立クリーンセンター（以下、「クリーンセンター」とい

う。）でごみの処理を行っており、定期点検や補修、整備等により安定的な施設稼働に努めてきま

したが、令和９年度に予定されている新可燃ごみ広域処理施設の運転に伴い、令和９年度より現

在の焼却施設を廃止し、新可燃ごみ広域処理施設へ可燃ごみ運搬することを目的とした可燃ご

み中継施設を整備しています。 

これらの情勢を鑑みたうえで本町においては、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（以下、「廃

棄物処理法」という。）第 6 条第 1 項の規定に基づき、新たに「久米南町一般廃棄物処理基本計

画」（以下、「本計画」という。）を策定するものとします。本計画では、本町における循環型社会の

形成を目指し、ごみの発生・排出の削減や分別徹底、再資源化の促進や最終処分量の削減を推

進していくものであり、また、「岡山ブロックごみ処理広域化基本計画」をはじめとする組合でのご

み処理との整合を図りながら、本町の廃棄物処理の方向性を定めるものとします。  
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第２節 本計画の位置づけ 

本計画は、本町が廃棄物処理法第６条第１項に基づき策定するものであり、国の法律や計画、

岡山県の計画や条例、組合の計画等と整合させたものです。 

 

図表 1-2-1 本計画の位置づけ 

 
※法律等に一部略称を用いています。  

本町の計画等

岡山県・組合の条例・計画など

国の法律・計画等

環境基本法 環境基本計画

循環型社会形成推進基本法 循環型社会形成推進基本計画

廃棄物処理法 資源有効利用促進法

基本方針

廃棄物の減量その他適正な処理に
関する施策の総合的かつ計画的な

推進を図るための基本的な方針

廃棄物処理施設整備計画

容器包装リサイクル法
家電リサイクル法
食品リサイクル法
建設リサイクル法
自動車リサイクル法
小型家電リサイクル法
その他関係法令

食品ロス削減推進法

プラスチック資源循環促進法

▼廃棄物の適正処理 ▼再生利用の推進

▼個別物品の特性に応じた規制

●食品ロスの削減を総合的に推進

●あらゆる主体におけるプラスチック資源循環
　 等の取り組みを促進

岡山ブロックごみ処理広域化基本計画
（H27.3）

岡山県環境基本計画
「エコビジョン2040」（R7.2改定）

第５次岡山県廃棄物処理計画（R4.3）

岡山県環境基本条例

第６次久米南町振興計画（R4.6）

久米南町一般廃棄物処理基本計画（R8～R22）
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第３節 本計画の計画期間 

 環境省が示す「ごみ処理基本計画策定指針」において、「一般廃棄物処理基本計画」は目標年

次をおおむね 10～15年と設定し、おおむね５年ごとに改定するほか、計画策定の前提となってい

る諸条件に大きな変動があった場合には見直しを行うことが適切であるとされています。 

よって本計画においては、計画初年度である令和８年度から 15年後の令和 22年度を後期目

標年度とし、計画策定から半期が経過した令和 15 年度を中間目標年度と設定し、計画の見直し

を行うこととします。 

 

図表 1-3-1 本計画の計画期間 

 

 

 

●計画基準年度 

本計画における各目標値を設定するための現状の数値として、計画基準年度（令和６年度）の

実績値を使用します。 

 

●計画策定年度 

計画策定年度（令和７年度）に本計画の策定を行うものです。令和７年度の実績値は年度末に

確定するため、令和７年度の数値は推計値となります。 

 

●計画初年度・中間目標年度・後期目標年度 

本計画は、令和８年度を計画初年度と定め、令和 15 年度を中間目標年度、令和 22 年度を工

期目標年度と定めます。令和 15 年度の中間目標年度には、本計画の進捗状況を踏まえた計画

の見直しを実施します。 

 

  

計画初年度 中間目標年度 後期目標年度

R8 R9 R10 R11 R12 R13R7 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22

▼ ▼ ▼

前期目標期間
（7年間） 計

画
見
直
し

▼

後期目標期間
（7年間）

計
画
策
定
年
度

▼

R6

計
画
基
準
年
度

▼
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第４節 計画の対象廃棄物 

本計画の対象廃棄物は図表 1-4-1 に示すとおり、一般廃棄物のうち、固形状のごみとします。

なお、本町において適正な処理・処分が困難なものは処理対象外とします。また、計画対象区域

は本町行政区域内全域とします。 

 

図表 1-4-1 本計画対象廃棄物 

 

 

図表 1-4-2 本町において定める適正処理困難物 

 
  

廃棄物 〔占有者が自ら利用し、または他人に有償で売却することができないために不要になったもの〕

※放射性廃棄物について
国において公布された「平成23年３月11日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う原子力発電所の事故により
放出された放射性物質による環境の汚染への対処に関する特別措置法」（平成23年法律第110号）による。

産業廃棄物

一般廃棄物（産業廃棄物以外の廃棄物）

固形状のもの（ごみ）

特別管理一般廃棄物

法で定める適正処理困難物・本町において定める適正処理困難物

生活雑排水（風呂や台所からの排水）

液状のもの（生活排水）

し尿（くみ取りし尿）及び浄化槽汚泥 本計画において対象とする廃棄物

生活系ごみ、事業系ごみ

PCB使用部品、埋立基準を超える焼却灰

及び汚泥、集じん灰、感染性廃棄物

本町のごみ処理過程で発生するもの

※放射性物質及びこれに汚染されたものを除く

PCB使用部品

・タイヤ、ホイール、バイク※1、バッテリー、車の部品

・農機具、農業用シート類、苗箱、あぜ波、マルチ等

・LPガスボンベ、ガソリン・灯油のドラム缶、消火器※2、劇薬、農薬

・ピアノ、ソーラー、仏壇、耐火金庫、焼却炉

・瓦、レンガ、ブロック、タイル、セメント、石膏ボード等の建築廃材

・家の改修等で不要になった洗面台、流し台、ボイラー、便座、便器等

・テレビ、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、エアコン、衣類乾燥機（家電リサイクル対象品）

・在宅医療廃棄物のうち、注射針等や感染等の危険があるもの

※2　消火器の処分は、一般社団法人日本消火器工業会が地域の販売代理店等と協力して
行っています。

その他本町が
指定する主な
処理困難物

本町では取り扱わない。製造業者等の引取とする。

本町では取り扱わない。専門業者の引取とする。

※1　メーカー等が国内で販売した車両(二輪車)については、リサイクルマークの有無にかか
わらず、廃車時に指定引取場所または廃棄二輪車取扱店にて無料で引き取りされます。

集じん灰等
（本町管内のごみを処理する過程で発生するものを除く。）
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第２章 本町の地域特性 

第１節 本町の地勢・主要交通網等 

本町は岡山県のほぼ中央に位置しており、北に美咲町、南東に赤磐市、南西に岡山市と隣接し

ています。町の中心部には旭川の支流の誕生寺川が南流し、河川沿いの標高 150m ほどの低地

を挟んで東西は、なだらかな丘陵地となっています。美咲町から岡山市へ至るまで国道 53 号と

JR 津山線が縦断し、誕生寺駅、弓削駅、神目駅の３つの主要駅にくわえ、道の駅くめなんが位置

しています。年間を通して比較的温暖な気候で積雪もほとんどなく、自然条件に恵まれた本町で

は、古くから水田農業が営まれ、戦後は野菜やブドウなどの畑作農業も発展しました。近年は主に

ブドウ、キュウリ、ユズなどの生産が盛んで、新規就農者も増えています。 

 

図表 2-1-1 本町の位置や主要交通網 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

美咲町

赤磐市
建部町

岡山市

 

久米南町役場

道の駅くめなん

誕生寺駅

弓削駅

神目駅

国道53号

JR津山線

県道

河川



6 

第２節 本町の主要指標 

１. 気候 

本町周辺の過去５年間の気温及び降水量について図表 2-2-1 に示します。年間平均気温は

14～15℃台で推移しており、降水量は 900～1,400mm 台で推移しています。直近の令和６年

度では 9 月、12 月の降水量・降雪量が非常に少ないものの、年間降水量は過去５年間で最も多

く、1,400mm を超えています。 

 

図表 2-2-1 近年の本町の気温・降水量 

 
資料：気象庁 HP 

 

２. 土地利用 

本町における土地利用状況について、本町面積 7,865ha のうち、５割以上が山林となってい

ます。次いで農用地 19.2％、原野が 3.5％、宅地が 2.4％、道路が 1.7％となっています。 

 

図表 2-2-2 本町における土地利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：久米南町勢要覧（R2.3）/久米南町  

平均 最高気温 最低気温 総量 日最大

14.3 37.4 -4.9 1,390.5 68.0

14.3 37.2 -10.1 1,362.0 97.5

14.3 36.4 -6.8 906.5 57.0

14.9 37.7 -7.1 1,131.5 98.5

15.6 38.1 -5.6 1,422.5 94.0

１月 3.8 14.9 -5.6 37.0 15.5

２月 5.5 19.3 -3.8 98.0 24.5

３月 7.2 23.1 -4.8 146.0 29.0

４月 15.4 28.7 1.0 156.5 50.0

５月 17.3 30.4 4.4 154.0 94.0

６月 22.1 33.5 11.1 190.0 38.5

７月 27.4 37.1 20.8 172.0 32.5

８月 28.3 38.1 19.6 177.0 68.5

９月 26.1 36.2 15.5 20.5 12.5

10月 18.7 32.1 9.5 145.0 39.0

11月 11.0 23.7 0.0 126.5 71.0

12月 4.3 17.5 -4.0 0.0 0.0

令和６年

令和４年

令和５年

気温（℃） 降水量（mm）

令和２年

令和３年

0

5

10

15

20

25

30

0

50

100

150

200

250

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月11月12月

（℃）（mm）
月間降水量 日最大降水量 平均気温

山林 農用地 原野 道路 宅地 その他 合計

4,304.0ha 1,508.0ha 274.0ha 133.0ha 192.0ha 1,454.0ha 7,865.0ha

54.7% 19.2% 3.5% 1.7% 2.4% 18.5% 100%
全域

山林

54.7%
農用地

19.2%

原野

3.5%

道路

1.7%

宅地

2.4% その他

18.5%
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３. 産業 

本町における就業者数の割合では、第３次産業が 51.6％と半数以上を占め、次いで第２次産

業が 42.8％、第 1 次産業は農業・林業のみで 5.5％となっています。分野別では製造業が最も

多く 37.3％、次に卸売業・小売業が 21.1％、医療・福祉が 17.2％、農業・林業及び建設業が

5.5％となっています。 

 

図表 2-2-3 本町の産業別就業者数の割合 

 
資料：令和３年経済センサス-活動調査/総務省統計局 

 

４. 温室効果ガス 

本町の事務事業におけるエネルギー別温室効果ガス排出量について、最も温室効果ガス排出

量が多いものは電気であり、次に灯油となっています。 

温室効果ガス合計量について、久米南町地球温暖化対策実行計画における基準年度の平成

25 年度と令和３年度実績を比較すると、約 35％の削減となっています。 

 

図表 2-2-4 本町のエネルギー別温室効果ガス排出量（事務事業編）（単位：kg-CO2） 

 
資料：久米南町地球温暖化対策実行計画（事務事業編）（R4.5）/久米南町  

第1次産業

5.5%

第2次産業

42.8%

第3次産業

51.6%

農業・

林業

5.5%
建設業

5.5%

製造業

37.3%

電気・ガス・熱供給・

水道業 0.3%

運輸業・郵便業

0.6%

卸売業・

小売業

21.1%
不動産業・物品賃貸業

0.6%

学術研究・専門・

技術サービス業

0.9%

宿泊業・飲食サービス業

3.9%

生活関連サービス業・

娯楽業 1.1%

教育・学習支援業 0.3% 医療・福祉

17.2%

複合サービス事業 2.0%

サービス業

（他に分類されないもの） 3.7%

H25 R1 R2 R3

電気 974,848 818,409 722,629 665,576

ガソリン 32,558 30,185 24,266 22,209

灯油 81,759 56,130 55,627 57,708

軽油 3,312 2,116 1,883 2,157

A重油 56,229 19,919 25,420 25,517

LGP 46,887 9,074 8,261 10,265

合計 1,195,593 935,833 838,086 783,432
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５. 人口・世帯数 

国勢調査によると、令和２年度における本町の人口は 4,530 人であり、平成７年から 25 年間

で 27.7％（1,736 人）減少しています。一方で世帯数は 11.2％（226 世帯）の減少となっており、

人口と比較するとその減少割合は緩やかです。 

人口の自然動態については、出生者数が減少し、死亡者数が増加しており、少子高齢化が顕

著になっています。社会動態については転入者数よりも転出者数が上回り、少子高齢化と合わせ

て人口の減少傾向が続いています。 

 

図表 2-2-5 本町の人口及び世帯数等 

 

資料：久米南町勢要覧（R2.3）/久米南町 及び 令和２年国勢調査/総務省統計局 

図表 2-2-6 本町の人口動態（自然動態・社会動態） 

 

 

資料：住民基本台帳人口に基づく人口、人口動態及び世帯数調査/総務省統計局  

6,266 6,115 5,690 5,296 4,907 4,530 

2,019 2,052 1,987 1,957 1,893 1,793

3.10 2.98 2.86
2.71 2.59 2.53

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

H7 H12 H17 H22 H27 R2

（人/世帯）（人、世帯）

（年度）

人口 世帯数 1世帯当たり人口

R1 R2 R3 R4 R5 R6

出生 26 21 23 21 18 13

死亡 95 81 91 108 89 112

増減 -69 -60 -68 -87 -71 -99

転入 135 99 113 159 105 111

転出 142 151 128 178 126 129

増減 -7 -52 -15 -19 -21 -18

社会動態（転入・転出）

自然動態（出生・死亡）

-69
-60 -68

-87
-71

-99

-7

-52

-15

-19

-21

-18

-76

-112

-83

-106

-92

-117

-140

-120

-100

-80

-60

-40

-20

0

20

R1 R2 R3 R4 R5 R6

（人）

（年）

自然動態（出生・死亡） 社会動態（転入・転出）



9 

第３章 ごみ処理基本計画 

第１節 ごみの排出・収集・処理・処分の方法 

１. ごみの分別区分等 

本町のごみの分別区分は６区分であり、資源ごみはさらに紙類、容器類に分類され、９種類に

細分化しています。 

生活系ごみにおいては、燃やすごみ及び燃えないごみ、プラスチック類ごみは指定袋での収集

で、資源ごみ及び適正処理ごみは資源ごみステーションへの直接排出、粗大ごみは粗大ごみ札を

貼付して排出するものとしています。なお、クリーンセンターへの直接搬入も受け付けています。 

事業系ごみにおいては、分別区分は生活系ごみと同様ですが収集対象としていません。自営

業、会社、無店舗に関わらず、農業、商業、工業等あらゆる事業活動に伴って出るごみは、排出者

自らがクリーンセンターや資源回収業者の施設等に搬入するか、本町が許可した一般廃棄物の

収集・運搬許可業者に収集運搬を委託するなど、適切な運搬・処理・処分が必要です。 

なお本計画においては、ごみの分別区分名称について、本町における名称ではなく、国の廃棄

物処理における一般的名称を使用する場合があります。 

（例）燃やすごみ⇒可燃ごみ  燃えないごみ⇒不燃ごみ 

 

図表 3-1-1 ごみの分別区分等 

 
※1 15cm 四角より小さな「資源となる紙」は紙袋にいれて紙テープなどで封をして出しましょう。 

※2 図表 3-1-1 に記載の排出方法は生活系ごみに限ります。  

区分

資源ごみステーションへ直接排出

―

⑤緑色メッシュ袋に入れる

⑥青色メッシュ袋に入れる

プラスチック類

ごみ

資源ごみ
⑤ペットボトル

⑥アルミ缶及びスチール缶

⑦茶色びん、⑧無色透明びん、

⑨その他の色びん

①～④

ひもで十文字に縛る※1

コンテナ・かごに入れる

⑦～⑨

種類別に分けてコンテナ・かごに入れる

指定袋で排出

粗大ごみ札を貼付し排出

排出方法

指定袋で排出

指定袋で排出

プラスチック製容器包装、

プラスチック使用製品

粗大ごみ
大きさが50cm以上もしくは45Lの指定袋に

入らないもの

適正処理ごみ

充電式電池、ボタン電池、乾電池、蛍光管、

電球、水銀使用体温計、高圧ガスを使用して

いるスプレー缶、ライター

内容

紙類

容器類

燃やすごみ

燃えないごみ

①新聞紙、②段ボール、③紙パック、

④書籍・雑誌及び資源となる紙類

金属類、汚れの落ちないビン・缶、小型家電、

ガラス・陶磁器類、刃物等危険物

台所ごみ、汚れた紙類・プラスチック類、

木くず・板きれ、皮革・ゴム類、衣類・布製品
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図表 3-1-2 ごみの収集形態及び料金（令和８年３月末時点） 

 
※生活系ごみをクリーンセンターへ持ち込んだ場合、25 円/5kg にて引き取ります。（生活系資源ごみは無料） 

 

 

２. ごみの排出・収集運搬方法 

本町における生活系ごみの収集頻度は種類ごと、地区ごとに収集頻度が異なっており、図表

3-1-3 のとおり収集しています。なお、資源ごみステーションへの排出としている資源ごみ及び適

正処理ごみについて、資源ごみステーションの開放日（ごみの排出可能日）が各地域により異なっ

ています。なお本町では令和９年４月から可燃ごみの広域処理が開始となりますが、令和９年４月

以降においても、引き続きクリーンセンターにて生活系ごみの直接搬入を受け入れるものとします。 

本町における事業系ごみの収集は、本町では行っていません。ごみ処理施設や資源回収業者の

施設等へ自己搬入するほか、収集運搬許可業者へ収集運搬を委託するものとします。 

 

図表 3-1-3 生活系ごみの収集頻度（令和８年３月末時点） 

 
 

  

生活系ごみ

燃やすごみ袋

　　45L…50円/枚 30L…30円/枚 20L…20円/枚 10L…10円/枚

燃えないごみ 燃えないごみ袋 50円/枚

資源ごみ 無料（資源ごみステーションへ直接排出）

適正処理ごみ 無料（資源ごみステーションへ直接排出）

プラスチック類ごみ プラスチック類ごみ袋 50円/枚

粗大ごみ 粗大ごみ札 50円/枚

事業系ごみ

・クリーンセンターへの直接持ち込み…50円/5kg

・許可業者へ収集運搬を依頼

収集形態・料金区分

全てのごみ

燃やすごみ

区分 収集頻度 排出場所

燃やすごみ 週1～2回 ごみ収集ステーション

燃えないごみ 月2回 ごみ収集ステーション

資源ごみ

適正処理ごみ

プラスチック類ごみ 月2回 ごみ収集ステーション

粗大ごみ 月1～2回 ごみ収集ステーション

資源ごみステーション月１回
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３. ごみの処理・処分の流れ 

本町におけるごみの処理フローを図表 3-1-4 のとおり示します。 

本町から排出する燃やすごみ、燃えないごみ、粗大ごみについてはクリーンセンターにて中間

処理を行っており、焼却灰、金属、陶器類、小型家電、ガラス、缶類は資源化を行い、選別残渣は

大田最終処分場にて最終処分をしています。資源ごみ、プラスチック類ごみ、適正処理ごみは種

類によっては中間処理を経て、資源化を行っています。なお、令和６年４月より本町ではこれまで

燃やすごみとして焼却処理していたプラスチック使用製品について分別回収を開始し、再商品化

を行っています。 

 

図表 3-1-4 本町におけるごみ処理フロー 

  

    

民間資源化

岡山市久米南町衛生施設組合立
クリーンセンター

燃やすごみ

燃えないごみ

適正処理ごみ

粗大ごみ

電池類・蛍光管

ガラス

金属

陶器類

小型家電

紙類

缶類

びん類

ペットボトル

中間処理

資源ごみ

ペットボトル

紙類

缶類

びん類

民間資源化

大田最終処分場

焼却

焼却灰

残渣

破砕
解体
選別

民間資源化

適正処理ごみ

プラスチック類ごみ

電池類・蛍光管

ガラス

金属

陶器類

小型家電

紙類

缶類

びん類

ペットボトル

中間処理

資源ごみ

ペットボトル

紙類

缶類

びん類

民間資源化

大田最終処分場
焼却

焼却灰

残渣

貯留

破砕・解体・選別

燃えないごみ

燃やすごみ

粗大ごみ

令和９年３月末まで 

令和９年４月から 
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４. ごみ排出抑制・収集・処理・処分体制 

本町におけるごみの排出抑制について、実施主体はごみの排出者である町民及び事業者とし

て収集体制は図表 3-1-5 のとおりであり、直営（生活系ごみの組合による収集）、許可業者６件

にて収集運搬を行っています。また現在本町では、岡山市及び玉野市との可燃ごみの広域処理

に対応するため、令和９年度の稼働を目標に可燃ごみ中継施設を整備しています。本町のごみ処

理における各施設の概要及び最終処分場の概要や位置図について、図表 3-1-6～3-1-10 のと

おり示します。 

 

図表 3-1-5 本町におけるごみの収集運搬体制 

区分 件数 車両台数 

直営※ ― ４台 

許可 ６件 28 台 

※生活系ごみは、組合において収集を行っています。 

 

図表 3-1-6 中間処理施設（令和９年４月より稼働開始予定） 

施設名 岡山市可燃ごみ広域処理施設 

所在地 岡山県岡山市南区豊成１丁目４−１ 

事業主体 岡山市 

処理対象物 岡山市、玉野市、久米南町の可燃ごみ 

施設規模 200t/日（100t/日×２炉） 

処理方式 全連続式ストーカ炉 

 

図表 3-1-7 中間処理施設 

施設名 岡山市久米南町衛生施設組合立クリーンセンター 

所在地 岡山県久米郡久米南町上神目３１３−６ 

事業主体 岡山市久米南町衛生施設組合 

処理対象物 岡山市建部町・久米南町の可燃ごみ 
岡山市建部町・久米南町の 

不燃ごみ、粗大ごみ、資源ごみ 

施設規模 13t/8ｈ（１炉） 
3ｔ/5ｈ 

ストックヤード延床面積73.99ｍ2 

処理方式 機械化バッチ燃焼式ストーカ炉 手選別及び資源選別圧縮成型機 

※焼却施設（可燃ごみ）は、広域処理の開始に伴い、令和９年３月で廃止する予定です。 
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図表 3-1-8 中継施設（令和９年４月より稼働開始予定） 

施設名 岡山市久米南町衛生施設組合可燃ごみ中継施設 

所在地 岡山県久米郡久米南町上神目 313-6 

事業主体 岡山市久米南町衛生施設組合 

処理対象物 岡山市建部町・久米南町の可燃ごみ 

施設規模 8t/5h 

処理方式 大型車積替え、ダストドラム式 

 

図表 3-1-9 最終処分場 

施設名 大田最終処分場 

所在地 岡山県岡山市北区建部町大田 4204-5 

事業主体 岡山市久米南町衛生施設組合 

処分対象物 不燃ごみ、粗大ごみの中間処理（破砕・解体・選別）後の残渣 

残余容量 1,507m3（令和５年度一般廃棄物処理実態調査結果より） 

最終処分場の形式 オープン型最終処分場 

 

図表 3-1-10 ごみ処理施設の位置図 

   

久米南町

岡山市
東区

岡山市
北区

岡山市
南区

岡山市
中区

岡山市久米南町衛生施設組合立
クリーンセンター

（可燃ごみ中継施設）

大田最終処分場

岡山市ごみ処理
広域化施設
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第２節 ごみ排出量等の現状と課題 

１. ごみの排出量 

本町のごみの年間排出量について図表 3-2-1 及び図表 3-2-2 のとおり示します。年間ごみ

総排出量は減少傾向にあり、生活系ごみ、事業系ごみにおいても減少傾向にあります。 

ごみ種類別の年間ごみ総排出量は、すべての種類において減少傾向にあり、特に可燃ごみは

ごみ全体に占める割合が多く、減少量が多くなっています。 

 

図表 3-2-1 生活系ごみ及び事業系ごみの年間ごみ総排出量の推移 

 

 

図表 3-2-2 ごみ種類別の年間ごみ総排出量の推移 
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可燃ごみ 不燃ごみ 資源ごみ 粗大ごみ
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本町の生活系ごみ及び事業系ごみのごみ種類別年間排出量について、図表 3-2-3 及び 3-

2-4 のとおり示します。生活系ごみ及び事業系ごみ共に可燃ごみが最も多くの割合を占めており、

令和６年度において生活系ごみは 79.7％、事業系ごみは 98.5％を可燃ごみが占めていること

から、可燃ごみの発生・排出削減はごみの排出量削減のうえで重要であることが分かります。 

生活系ごみにおいて、可燃ごみに次いで排出割合が多いものは資源ごみであり、令和６年度に

おいて生活系ごみのうち 13.4％を資源ごみが占めていますが、事業系ごみには資源ごみの排出

量はありません。 

生活系ごみにおける課題として、生活系ごみはごみ排出量全体に対して可燃ごみの排出割合

が増加し、資源ごみの排出割合が減少していることで、リサイクル率の低迷につながっています。

よって、可燃ごみに排出されている資源化可能なものを資源ごみとして適正に排出いただくため

の施策を講じていくことが重要です。事業系ごみにおける課題は、生活系ごみと比較してごみの

減少傾向が緩やかであることです。生活系ごみと同様に、可燃ごみへ排出されている資源化可能

なものを資源ごみとして適正に排出いただくための施策を講じていくことが重要です。 

 

図表 3-2-3 ごみ種類別年間生活系ごみ排出量の推移 

 

 

図表 3-2-4 ごみ種類別年間事業系ごみ排出量の推移 

   

845 850 824 801 786 739

57 54 48 41 43
39

164 170 139
132 128

124

45 33
29

21 19
25

1,111 1,107
1,040

995 976
927

0

200

400

600

800

1,000

1,200

R1 R2 R3 R4 R5 R6

（t/年）

（年度）

可燃ごみ 不燃ごみ 資源ごみ 粗大ごみ

219
194 198 197 198 194

4

3 4 1 5
1

2

1
2 2 2 2

225

198 204 200 205
197

0

50

100

150

200

250

R1 R2 R3 R4 R5 R6

（t/年）

（年度）

可燃ごみ 不燃ごみ 粗大ごみ



16 

 本町の１人１日平均排出量について、図表3-2-5のとおり示します。ごみ総排出量、生活系ごみ

排出量ともに減少傾向にあります。本町の年間ごみ総排出量は減少傾向にありますが、この減少

傾向の要因は、人口減少のみならず１人１日平均排出量が減少していることにあり、施策を講じる

ことでこの減少傾向を継続させることが重要です。 

 

図表 3-2-5 １人１日平均ごみ排出量の推移 

 

  

756.8 759.1
737.6

725.9
739.1 728.0

629.4
643.9

616.6
604.4 610.8 600.4

500

550

600

650

700

750

800

850

900

R1 R2 R3 R4 R5 R6

（g/人・日）

（年度）

ごみ総排出量

生活系ごみ排出量

◆ごみ総排出量 

 生活系ごみ排出量 + 事業系ごみ排出量 + 資源集団回収量 

◆生活系ごみ排出量 

 家庭系ごみ + 家庭から排出される資源ごみ + 資源集団回収量 

※本町における資源集団回収量は 0ｔ/年です。 

◆１人１日平均ごみ排出量（g/人・日）の計算方法 

 年間ごみ排出量（t/年） ÷ 行政区域内人口（人） ÷ 365（日） × 106 

※うるう年には 366（日）を用います。 

◆１日平均ごみ排出量（t/日）の計算方法 

 年間ごみ排出量（t/年） ÷ 365（日） 

※事業系ごみの排出量は事業活動に伴って増減するものであり、人口に直接起因するものではありません。

よって、事業系ごみは１人１日平均ごみ排出量ではなく、１日平均ごみ排出量を用います。 

◆リサイクル率の計算方法 

 年間資源化量（t/年） ÷ 年間ごみ総排出量（t/年） 

※年間資源化量：中間処理後資源化量（t/年） ＋ 直接資源化量（t/年） ＋ 焼却灰資源化量（t/年） 

◆最終処分量について 

 中間処理後残渣埋立量（t/年）のみ。 

※本町では、焼却灰の資源化を行っているため、最終処分量に含みません。 
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２. 収集運搬・直接搬入 

 本町の年間ごみ収集量及び年間ごみ直接搬入量について、図表 3-2-6 及び図表 3-2-7 のと

おり示します。 

本町及び岡山県、国において、共通して生活系収集ごみの割合が最も多くなっています。一方

で、岡山県及び国の割合と大きく異なる点は、本町では生活系直接搬入ごみの割合がとても多く

なっており、事業系許可業者収集ごみの割合も少なくなっています。 

 

図表 3-2-6 年間ごみ収集量及び年間ごみ直接搬入量の推移 

 

 

図表 3-2-7 本町・岡山県・国におけるごみ収集量と直接搬入量の比較（令和５年度実績） 

本町 岡山県 国 
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３. 資源化量 

本町の年間資源化量およびリサイクル率について、図表 3-2-8 のとおり示します。 

年間資源化量は年々減少傾向にあり、人口減少による排出量減少が影響しているものと考え

られます。リサイクル率も同様に減少傾向にあることが課題であり、可燃ごみへ混入している資源

物等を適正に分別し資源ごみへ移行させるなど、分別徹底の対策が必要です。 

 

図表 3-2-8 年間資源化量とリサイクル率の推移 

 

※焼却灰の資源化を含みます。 

 

 

４. 最終処分量 

本町の年間最終処分量について、図表 3-2-9 のとおり示します。 

本町における最終処分量には焼却灰が含まれておらず、不燃ごみや粗大ごみを選別・破砕処

理をした際の残渣のみを最終処分しています。年間最終処分量はほとんど横ばいとなっているこ

とから、資源となりうる金属等を不燃ごみ・粗大ごみへ混入させないようにするなど、最終処分量

抑制の対策が必要です。 

 

図表 3-2-9 年間最終処分量の推移 
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５. 県内他自治体との比較 

本町の１人１日平均ごみ総排出量、リサイクル率、年間最終処分量を県内他自治体と比較した

結果を図表 3-2-10～3-2-12 に示します。県内他自治体と比較すると、すべての指標において

本町は上位に位置しています。なお、岡山県の値は自治体の値の平均値ではなく、岡山県全体に

おける平均値です。 

 

図表 3-2-10 １人１日平均ごみ総排出量の岡山県内他自治体との比較 

 

図表 3-2-11 リサイクル率の岡山県内他自治体との比較 

 
※固形燃料、焼却灰・飛灰のセメント原料化、セメント等への直接投入、飛灰の山元還元を含みます。 

図表 3-2-12 年間最終処分量の岡山県内他自治体との比較 

 
※岡山県の年間最終処分量は岡山県内の自治体の合計量であるため、比較対象とはならないことから記載をし

ていません。  
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６. 同等人口規模の他自治体との比較 

本町と同等人口規模の全国他自治体における、１人１日当たりごみ総排出量を比較すると、本

町の１人１日当たりごみ総排出量は他自治体平均を大きく下回っている状況にあります。 

 

図表 3-2-13 1 人１日当たりごみ総排出量の同等人口（3,000～5,000 人）他自治体との比較 

 
 

７. ごみの性状 

本町では、令和５年度に生活系可燃ごみを対象としたごみ組成調査を実施しました。その結果

を図表 3-2-14 の左図に示します。生活系可燃ごみには、プラスチック類以外の物が 81.7％、プ

ラスチック類が 18.3％含まれていました。プラスチック類のうち最も多くの割合を占めていたのが

プラスチック製容器包装でした。本町では洗っても汚れが落ちないものを除き、プラスチック製容

器包装は資源として回収をしています。また、資源化可能なペットボトルやトレイも少量ながら排

出されており、プラスチック製容器包装等のプラスチックの分別排出の推進が必要です。 

図表 3-2-14 の右図にクリーンセンターの低位発熱量を示します。令和元年度以降は、

5,835kJ/kg～9,153kJ/kg で推移しています。 

 

図表 3-2-14 令和５年度ごみ組成調査結果（左図）及び低位発熱量（右図） 
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８. ごみ処理費用 

本町のごみ処理のための費用について、図表 3-2-15 のとおり示します。年間ごみ処理費用、

１人当たりごみ処理費用ともに増額傾向にありましたが、令和６年度に減少しています。今後のご

み処理広域化にむけて、処理費用の低減に努めることが重要です。 

 

図表 3-2-15 ごみ処理費用の推移 

 

 

９. 人口 

 本町における人口の将来見込みは図表 3-2-16 のとおりです。国立社会保障・人口問題研究

所の推計人口に対し、令和７年２月に策定した本町の人口ビジョンにおいて、令和 22年度におい

て 3,524 人とすることとしています。よって本計画においても、本町人口ビジョンの将来見込み

（目標値）を採用し、将来推計に用います。なお、事業系ごみ排出量に関連する事業活動について

は、現状の事業活動がそのまま推移するものとして将来推計を行うものとします。 

 

図表 3-2-16 人口の将来見込み 
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第３節 基本理念・基本方針 

１. 基本理念 

本計画では、令和４年６月に策定した上位計画である「第６次久米南町振興計画」において掲

げたいくつかの基本目標のうち、ごみの減量化や資源化に関する基本目標として「豊かな自然資

源を活かした活力のあるまち」を掲げています。これに、ごみに関係する施策分野として位置づけ

た「環境にやさしいまちづくり」を併せ、本計画の基本理念とします。 

本計画においてはこの基本理念のもと、本計画における目標や各施策を推進していくものとし

ます。 

 

 

 

 

 

 

２. 基本方針 

本計画において定める各種目標値を達成するためには、町民・事業者・行政の各主体がごみの

排出者責任を自覚するだけでなく、３つの主体が一体となってごみの発生・排出削減や再資源化

に取り組んでいくことが重要となります。 

本計画において定めた「豊かな自然資源を活かした活力のあるまち～環境にやさしいまちづく

り～」の基本理念のもとで、次に定める基本方針に沿って数々の施策を展開していくものとします。 

 

基 本 方 針 

① 住民・事業者意識の向上 

② 経済的誘導システムの継続 

③ 発生・排出抑制及び再資源化の啓発・推進 

  

豊かな自然資源を活かした活力のあるまち 

～環境にやさしいまちづくり～ 
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第４節 ごみ排出量等の目標値 

１. 目標対象品目 

ごみの削減や資源化の促進のためには、根本からごみの発生を抑制し、かつごみとして排出さ

れるごみを削減する『発生・排出抑制』と、資源ごみへの分別を徹底することにより、ごみとして排

出されるごみを削減する『分別徹底』の 2 つの対策が必要不可欠です。 

よって、生活系ごみ及び事業系ごみにおいて最も排出割合が多い可燃ごみを目標設定の対象

とし、生活系収集可燃ごみ及び事業系許可業者収集可燃ごみにおいて、『発生・排出抑制』と『分

別徹底』を目指すものとします。 

 

 

２. 数値目標 

 本町では、令和９年度より岡山市及び玉野市と可燃ごみの広域処理を開始します。よって広域

処理が開始となる令和９年度までに、岡山市可燃ごみ広域処理施設において処理を行うことにな

る可燃ごみを削減し、以降の年度においては、令和９年度までに削減した可燃ごみの排出量が増

加に転じないよう、維持することを目指します。 

次のとおり、令和９年度において、目標値を設定せず現状の傾向のまま推移した場合の将来見

込値（以下、「単純推計値」といいます。）からの『発生・排出抑制』と『分別徹底』による排出量削

減を目指します。 

 

（１）-１生活系収集可燃ごみの『発生・排出抑制』 

生活系可燃ごみには、水分を多く含んだ『調理くず』が多く排出されています。ごみに水分が

多く含まれていた場合、ごみの焼却の際には水分を蒸発させる必要があるため、より多くの燃

料を消費してしまうことになります。 

よって、ごみとしての排出量（重量）を削減するだけでなく、エネルギーの節減にも効果的で

あることから、生活系可燃ごみに含まれる『調理くず』について、令和９年度において単純推計

値から 1.5％の発生・排出抑制を行い、5g/人・日の削減を目指します。 

また、本来食べられるはずだった『手つかず食品・食べ残し』も生活系可燃ごみに排出されて

おり、食品資源や食品生産において投入されたエネルギーを無駄にしないためにも、令和９年

度において単純推計値から 1.5％の発生・排出抑制を行い、5g/人・日の削減を目指します。 
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（１）-２生活系収集可燃ごみの『分別徹底』 

 本町では、洗っても汚れが落ちないものを除き、『プラスチック製容器包装（ペットボトル、トレ

イ含む）』は資源として回収をしています。また令和６年４月より、これまで可燃ごみに排出する

ものとしていた『製品プラスチック』の分別回収を開始しました。 

令和５年度実施ごみ組成調査の結果（P20 参照）、製品プラスチックは生活系可燃ごみにほ

とんど含まれていませんでしたが、プラスチック製容器包装は 11.0％、資源化可能なペットボト

ルやトレー、レジ袋は計 1.3％、これらを合わせると合計 12.3％排出されていたことから、可燃

ごみに排出されているすべての『プラスチック製容器包装』について、令和９年度において単純

推計値から 3.0％の分別徹底を行い、10g/人・日の資源ごみへの移行を目指します。 

 

図表 3-4-1 生活系可燃ごみの単純推計と目標達成時の将来推計 

 

 

 

（２）事業系可燃ごみ 

 事業系ごみは事業活動に伴って排出されることから、業種によって排出されるごみの種類が

大きく異なります。よって詳細な対象品目は限定しないものとし、事業系可燃ごみについて、令

和９年度において単純推計値から 3.0％の発生・排出抑制を行い、0.01t/日の削減を目指し

ます。 

 

図表 3-4-2 事業系可燃ごみの単純推計と目標達成時の将来推計 
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（３）リサイクル率 

以上の発生・排出抑制と分別徹底の目標値を達成することで、大幅な減少傾向にあるリサイ

クル率を、おおむね横ばいから微減の傾向にとどめ、令和９年度にはリサイクル率を 23.2％

に維持するものとします。 

なお、本町では可燃ごみや中間処理後の残渣を焼却したのちの焼却灰の資源化を行ってい

ます。可燃ごみの発生・排出抑制や分別徹底により、リサイクル率における焼却灰の割合も抑

制されることになるため、リサイクル率の増加が見込めない、という側面もあります。 

 

図表 3-4-3 リサイクル率の単純推計と目標達成時の将来推計 

 
 

 

 

（４）最終処分量 

本町では、処理施設に搬入された不燃ごみ及び粗大ごみを破砕・解体・選別処理したのちに

発生する、資源化も焼却もできない残渣のみ最終処分をしています。よって本町における最終

処分量は大変少なく、これにより発生・排出抑制や分別徹底の目標値を達成した場合において

もその影響量は小さいために、単純推計との差はほとんどありません。単純推計においても、

目標達成時の将来推計においても同様に減少傾向にあります。 

 

図表 3-4-4 最終処分量の単純推計と目標達成時の将来推計 

 

  

24.0%

22.2%

21.8%

21.2%

20.6%

23.2%
22.6%

22.1%

19%

20%

21%

22%

23%

24%

25%

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 （年度）

実績値 単純推計 目標値
将来見込値

1.4%増加

13
12

12
11

10

12
11

10

5

7

9

11

13

15

17

19

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22

（ｔ/年）

（年度）

実績値 単純推計 目標値

将来見込値



26 

目標値達成後のごみ総排出量等の将来見込み 

前述の発生・排出抑制及び分別徹底の目標を達成した場合における、年間排出量と１人１日

平均排出量の将来推計は次のとおりです。年間ごみ総排出量は長期目標年度の令和 22 年

度において 920ｔとなる見込みです。 

１人１日平均ごみ総排出量については、発生・排出抑制及び分別徹底の対策を講じなかった

場合、令和２２年度の単純推計値は令和６年度実績よりも増加して 728.5ｇ/人・日となる見込

みであったのに対し、令和６年度実績から減少させ、令和 22 年度において 715.3g/人・日と

なる見込みです。 

国の目標値の達成見込みとしては、ごみ排出量と最終処分量において目標達成となる見込

みですが、そのほかの指標については達成が難しい状況にあります。 

 

図表 3-4-5 目標達成時の年間排出量の将来見込み 

 
※ごみ総排出量＝ごみ排出量+資源ごみ排出量 

 

図表 3-4-6 目標達成時の１人１日平均ごみ総排出量の将来見込み 

 
※生活系ごみ＝家庭系ごみ + 家庭から排出される資源ごみ + 資源集団回収量 

※家庭系ごみ＝家庭から排出されるすべてのごみから、資源ごみを除いたもの 

 

図表 3-4-7 国の目標値との比較 

 
（資料：「廃棄物の減量その他その適正な処理に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るための基本的

な方針」令和７年２月環境省）  

1,172

1,000 943 883 820

164

124
130

114
100

1,336

1,124 1,073
997

920

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22

(t/年)

（年度）

年間ごみ排出量 資源ごみ
将来見込値

758.9

728.0
725.6 722.3 728.5

714.9 709.5 715.3

630

680

730

780

830

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22

（g/人・日）

（年度）

実績値 単純推計 目標値

将来見込値

10.7g削減 13.2g削減

国の目標年度 国の目標値
令和12年度

本町単純推計値
令和12年度

本町将来見込み

ごみ排出量（令和４年度比） 約9％削減 12.1%削減 13.6%削減

１人１日当たり家庭系ごみ排出量 約478g 514g 494g

リサイクル率
(一般廃棄物の出口側の循環利用率)

約26％ 21.4% 22.9%

最終処分量（令和４年度比） 約5％削減 8.3%削減 8.3%削減

１人１日当たりごみ焼却量 約580g 667g 643g

令和12年度



27 

第５節 ごみ処理に関する課題 

１. ごみの排出段階及び排出抑制における課題 

 ごみの適正処理のためには、ごみの排出段階から、町民・事業者それぞれの主体において、分

別区分や排出ルールの遵守、ごみ排出量の削減や資源化に努める必要があります。 

人口減少に伴い、本町の年間ごみ総排出量は減少しています。しかしその内訳は、生活系ごみ

が減少傾向であるのに対し、事業系ごみはほとんど横ばいであることから、１人１日平均排出量で

みると増加傾向となる見込みです。ごみの発生・排出抑制や資源ごみの分別徹底に関する施策を

推進することで、ごみ排出量の削減に努める必要があります。 

 

 

２. 収集・運搬における課題 

 本町における収集運搬は、生活系ごみは組合において実施しており、事業系ごみにおいては、

一般廃棄物における収集運搬業許可をもつ事業者により実施しています。また、令和９年度から

は可燃ごみの広域処理のための中継施設を経由したごみの運搬を実施することとなります。ごみ

の適正な処理のためにも、これらの収集・運搬体制を安定的に維持することが必要です。 

 

 

３. 中間処理における課題 

 本町の可燃ごみは、令和９年度より岡山市の新可燃ごみ広域処理施設にて広域処理することと

なります。また、不燃ごみ及び粗大ごみはクリーンセンターにて中間処理を継続していきます。長

期間安定して適正な中間処理が実施できるよう、組合によるこれらの施設の維持管理・運営等に

協力するものとします。 

 

 

４. 最終処分における課題 

 現在最終処分を行っている大田最終処分場は令和５年度において残余容量が 1,507m3 とな

っています。最終処分場を可能な限り長期間利用できるよう、ごみの排出量を抑制する必要があ

ります。また、組合による施設の維持管理・運営等に協力するものとします。 

 

 

５. ごみ処理経費における課題 

 令和６年度を除き、近年の本町におけるごみ処理費用は増加傾向にありました。今後のごみ処

理広域化にむけて、業務の効率化の推進等により、処理費用の低減に努めることが重要です。 

  



28 

第６節 目標達成のための施策 

１. 施策の実施 

 以上の本町のごみに関する課題を解決し数値目標を達成するため、基本方針として設定した 

①住民・事業者意識の向上 

②経済的誘導システムの継続 

③発生・排出抑制及び再資源化の啓発・推進 

を施策の大きな柱として、各施策を実施していくものとします。 

 なお、これらの施策は、行政のみが施策を講じ、実施していくだけではその効果は十分に得られ

ないものです。住民及び事業者においても、一人ひとりが本町のごみに関する課題や問題点と向

き合い、ごみを削減し再資源化していこうという姿勢が目標達成において最も重要です。よって、

各施策においては、本町による施策の実施内容だけでなく、住民及び事業者による取り組みも推

進していくものになります。 

 

 

図表 3-6-1 施策の体系 

   

　①住民・事業者意識の向上

　②経済的誘導システムの継続

③発生・排出抑制及び再資源化の啓発・推進

施策８

施策９

施策10

３Rの啓発・推進

食品ロスの削減推進

生ごみの水切りの啓発・推進

施策６

施策７

一般廃棄物処理手数料の継続実施

収集施設（ごみステーション）補助金の交付

施策１

施策２

施策３

施策４

施策５

「広報くめなん」「久米南町ホームページ」を活用した情報発信

「ごみ減量・リサイクルガイドブック」「家庭ごみの分け方ポスター」の情報充実

ごみ処理施設見学

地域自主組織の支援

一般廃棄物処理基本計画の周知
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施策の柱①  住民・事業者意識の向上 

 

施策１ 「広報くめなん」「久米南町ホームページ」を活用した情報発信 

 

 本町の実施する様々な施策について、住民や事業者に広く周

知することが、より一層のごみの発生・排出抑制や資源ごみの

分別徹底のために重要であると考えます。 

よって本町においては、「広報くめなん」や「久米南町ホームペ

ージ」等にごみに関連する記事や情報、お知らせ等を掲載する

こととし、住民や事業者にごみに関する情報を広く周知すること

とします。 

 

本町のごみに関する問題に関心を持ちましょう。 

また、広報くめなんや久米南町ホームページに掲載されてい

るごみ関連情報を参考に、ごみの発生・排出抑制や資源ごみの

分別徹底等に取り組んでみましょう。 

 

 

◆久米南町ホームページへの掲載内容（一部抜粋） 

●ごみの分別方法、排出方法 

⇒ごみの区分ごとに対象となるごみを、具体例や見分け方とともにわかりやすく掲載し

ています。また、ごみを排出する際の方法（指定ごみ袋、ひもで縛る等）や注意点も掲載

しています。 

●クリーンセンターへのごみの直接搬入方法 

⇒受付可能日時や料金について記載

しています。 

●パソコンの廃棄方法 

⇒PC リサイクルマークの仕組みにつ

いて解説しています。 

●家電リサイクルについて 

⇒対象の家電や廃棄方法、戸別収集に

ついて掲載しています。 

●小型家電リサイクルについて 

⇒小型家電リサイクル法の解説のほ

か、対象の小型家電や排出方法につ

いて記載しています。 

  

施策の実施内容 

各主体の役割 

（住民・事業者） 
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施策２ 「ごみ減量・リサイクルガイドブック」「家庭ごみの分け方ポスター」の情報充実 

 

ごみの分別方法が掲載されたガイドブックなどの紙媒体は、

町民がごみを排出する際に、ごみの分別方法や排出方法を確

認するうえで重要視されるものです。現在本町では、「ごみ減

量・リサイクルガイドブック」及び「家庭ごみの分け方ポスター」を

配布しており、掲載情報に変更が生じた際には改定を行うほ

か、より分かりやすい内容となるよう、努めるものとします。 

 

「ごみ減量・リサイクルガイドブック」及び「家庭ごみの分け方

ポスター」を参考に、適正にごみの分別を行い、特に資源となり

うるものは資源ごみとして分別しましょう。また、ごみの種類によ

って排出方法も異なることから、適正なごみの排出を行うように

しましょう。 

 

◆ごみ減量・リサイクルガイドブック 

ごみの分別方法や、ごみの区分ごとの排出方法について、フローチャートやイラストを

使って分かりやすく掲載しています。また、地域ごとのごみの排出日（曜日）の一覧や、ご

みの細かい品目ごとの分別方法が一覧になった分別辞典も掲載しています。 

 

  

施策の実施内容 

各主体の役割 

（住  民） 
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施策３ ごみ処理施設見学 

 

 本町では、組合の管理するクリーンセンターにおいて、本町

内の小学校で実施する社会見学の受け入れを行っています。実

際に施設を見学することは、ごみに関する知識を得る環境教育

として、大変効果的であることから、今後もクリーンセンターにお

ける見学を継続するものとします。 

 
子どもがごみ処理施設の見学で学んできた環境学習の内容

を聞き、家庭内で取り組めることは一緒に実践してみましょう。 

 

 

 

施策４ 地域自主組織の支援 

 

本町では、久米南町環境衛生委員会においてイベントでのマ

イバッグ持参の呼びかけによる啓発活動が行われており、また、

プランターに花を植えて町内外の各所へ設置する等の環境美

化運動も実施されています。加えて久米南町不法投棄監視員

において、ごみの不法投棄の防止を目的とした巡回が実施され

ています。 

本町においては、こうした町内の自主組織の活動について、

広報くめなんで活動内容を PR するなどの支援を行います。 

 
地域の自主組織のマイバッグ運動等の活動について、実践し

てみましょう。また、自主組織の活動に参加する機会があれば積

極的に参加しましょう。 

  

施策の実施内容 

各主体の役割 

（住  民） 

施策の実施内容 

各主体の役割 

（住民・事業者） 
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施策５ 一般廃棄物処理基本計画の周知 

 

一般廃棄物処理基本計画（本計画）は、15 年間の計画期間

において達成すべき、本町のごみ削減や資源化等に関する数値

目標が記載されています。この数値目標の達成には施策の実施

も重要ですが、この目標数値を町民・事業者に広く周知し、ごみ

の発生・排出抑制や資源化を実践してもらうことが重要です。 

よって、一般廃棄物処理基本計画を久米南町ホームページに

掲載し、中間目標年度における計画の改定の際にも、順次久米

南町ホームページにおいて公表を行うものとします。 

 

本町が抱えるごみに関する問題や課題を認識し、一人ひとり

がごみの発生・排出抑制や資源化に取り組みましょう。 

 

 

  

施策の実施内容 

各主体の役割 

（住民・事業者） 
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施策の柱②  経済的誘導システムの継続 

 

施策６ 一般廃棄物処理手数料の継続実施 

 

本町では、燃やすごみ、燃えないごみ、プラスチック類ごみに

おいて有料の指定袋制度を導入し、粗大ごみにおいては粗大ご

み札の貼付による排出としています。これらの料金については

組合の定めるものであり、ごみの排出量に合わせた金額負担と

なるほか、ごみの発生・排出抑制や資源化の推進等の効果があ

ります。今後も組合の定めに従い、一般廃棄物処理手数料の継

続的な実施を行うものとします。 

 

ごみの発生・排出抑制や資源化を積極的に行い、使用するご

み袋の枚数を削減しましょう。 

 

 

◆指定ごみ袋・ごみ札 

・指定ごみ袋は、「もやすごみ用袋」が 45L、30L、20L、10L の 4 種類、「もえないごみ

用袋」が 1 種類、「プラスチック類ごみ用袋」が 1 種類としています。 

・粗大ごみについては粗大ごみ札を 1 品につき 1 枚貼付し、排出するものとしています。 

【料金】 

●もやすごみ用袋 ： 

45L…50 円/枚  30L…30 円/枚  20L…20 円/枚  10L…10 円/枚 

●もえないごみ用袋 ： 50 円/枚 

●プラスチック類ごみ用袋 ： 50 円/枚 

●粗大ごみ札 ： 50 円/枚 

 
  

もえないごみ用袋
なまえ

ごみは収集日の朝に出しましょう

岡山市久米南町衛生施設組合

◎守っていただくこと

　・１袋は10kgぐらいまでとしてください。

　・袋の口は、しっかり結んでください。

もやすごみ用袋  ●ℓ
なまえ

ごみは収集日の朝に出しましょう

岡山市久米南町衛生施設組合

◎守っていただくこと

　・水分は、よく切ってから出しましょう。

　・ガラス類、空カン類、金属類、危険物

　　などは絶対にいれないで下さい。

　・袋の口は、しっかり結んで下さい。

　・重さは10kg以内にして下さい。

プラスチック類ごみ用袋

なまえ

ごみは収集日の朝に出しましょう

岡山市久米南町衛生施設組合

◎守っていただくこと

　・汚れや異物は、取り除いて下さい。

　・水洗いをして、水分をよく切って下さい。

　・袋の口は、きちんと結んで下さい。

ゴ
ミ
収
集

　

専
用
荷
札

粗
大
ゴ
ミ

岡山市久米南町
衛 生 施 設 組 合

施策の実施内容 

各主体の役割 

（住民・事業者） 
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施策７ 収集施設（ごみステーション）補助金の交付 

 

本町では、ごみステーションに関して地域の自主的活動を支

援するため、ごみステーションの整備に対して久米南町環境整

備事業補助金を交付しています。 

ごみステーションは、生活系ごみを効率的に収集するうえで

必要不可欠なものであることから、今後とも補助金制度の継続

や、広報を行っていくものとします。 

 

ごみステーションは地域が所有するものであり、地域におい

て適切な維持管理が必要です。ごみステーション内の清掃や整

理整頓を行いましょう。また、ごみステーションの経年劣化等に

ついては、補助金制度を活用し、補修を行いましょう。 

 

 

◆久米南町環境整備事業補助金について 

【交付対象者】 

ごみ収集施設整備事業（生活系ごみを組合が収集するため、一定市域の収集施設を整備

する事業）の代表者。 

【補助金交付条件】 

・補修限度床面積は 8ｍ3とする。 

・補助金限度額は 20 万円とする。ただし、2 基分を一箇所に設置する場合は補助金限度

額は 40 万円とする。 

・施設設置に必要な基礎工事及び床等の舗装工事は、当該事業に含まれるものとする。 

・道路等公共用地に、施設を設置しようとする場合は、管理者の占有許可を得なければな

らない。 

・個人の土地に、施設を設置しようとする場合は、土地所有者の承諾書を添付しなければ

ならない。 

・補助を受けて設置した施設の耐用年数は 10 年とする。 

【補助金交付申請】 

環境整備事業補助金交付申請書の提出が必要であり、町長による審査後、交付可否を決

定するものとする。 

【補助金交付】 

事業の完了後 1 か月以内、または当該年度の３月 31 日のいずれか早い日までに、環境

整備事業実績報告書を町長に提出し、審査の結果により補助金の額を決定し、通知、交付

する。 

 

  

施策の実施内容 

各主体の役割 

（住民・事業者） 
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施策の柱③  発生・排出抑制及び再資源化の啓発・推進 

 

施策８ ３R の啓発・推進 

 

本計画の目標数値を達成するためには、住民・事業者・本町

のそれぞれの主体において、一人ひとりが３R を実践することが

必要不可欠です。 

本町では、３R に関する知識や手段を広報くめなんや久米南

町ホームページに掲載し、広く周知徹底を図ります。 

 

ご家庭や職場、学校などの日常生活において、３R を意識し

つつ、できることから着実に実践していきましょう。 

 

 

◆３R とは 

【Reduce（リデュース）：発生抑制】 

商品の購入時等において、ごみとなるものの提供を断ること。また、通常消費されるは

ずのものがごみとして排出されることを回避することです。 

例）レジ袋や使い捨ての箸・スプーン・フォーク・ストロー等を断る。過剰包装を断る。 

食品ロスを削減する。 

【Reuse（リユース）：再使用】 

不要となったものをごみとして排出する前に、他の用途で使用したり、その製品を必要

とする人に譲り渡すなどして再使用すること。 

例）コピー用紙等の裏紙をメモとして再使用する。酒屋などで購入したガラス瓶を再

度酒屋に持ち込むことで、綺麗に洗浄され再使用することができる。不要品をフリ

ーマーケット等に出品する。 

【Recycle（リサイクル）：再資源化】 

ごみをごみとして排出・処分するのではなく、資源化可能なものは資源として回収し、再

資源化することです。 

例）容器包装プラスチックや製品プラスチック、紙類、古着、缶、びんなど、資源化可能

なものは資源ごみとして分別排出する。 

  

施策の実施内容 

各主体の役割 

（住民・事業者） 
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施策９ 食品ロスの削減推進 

 

本来消費されるはずであった手付かず食品や食べ残しといっ

た「食品ロス」が、可燃ごみとして排出されています。食品ロスの

排出は、食品が無駄になるだけではありません。その食品を製

造・運搬・保管・販売する各過程において投入されてきた、あら

ゆるエネルギーが無駄になることでもあります。 

食品ロスの削減のため、食品ロスに関する知識や削減手段を

広報くめなんや久米南町ホームページに掲載し、広く周知徹底

を図ります。 

 
ご家庭や職場、学校などの日常生活において、食品ロスの発

生・排出抑制を意識しつつ、できることから着実に実践していき

ましょう。 

 

◆食品ロスの発生・排出抑制のために 

【家庭で実践】 

〇食材に合わせた保存方法で保存し、残り物の量を把握する。 

〇調理時は食べられる量のみ作り、余っても捨てずにアレンジするなど、確実に消費する。 

〇葉・芯・皮なども料理として使用する。 

〇どうしても食品を廃棄する際は、『賞味期限』と『消費期限』の差をよく理解し、判断する。 

・賞味期限：品質が変わらずにおいしく食べられる期限。期限を過ぎたらすぐに食べられな

くなるわけではありません。食品の状態をチェックして、異常がなければ消費しましょう。 

・消費期限：食品を安全に食べられる期限。期限を過ぎたら食べないようにしましょう。 

【買い物で実践】 

〇冷蔵庫の中身や食品の在庫を確認し、購入するものを決めてから買い物をする。 

〇食品を購入する際は、どのように消費するか、いつまでに消費しなければならないか等

を考えてから購入する。 

〇『てまえどり（すぐに食べるものは賞味期限が近い商品を選択すること）』を実践する。 

【事業者において実践】 

〇飲食店は、食べきりやすい小サイズのメニューや、食べ残しのお持ち帰りを取り入れる。 

〇飲食店は、環境省の提供する『3010 運動（宴会時の開始 30分と終了前 10 分は、料理

の「食べきり」を推奨する運動）』の POP 等を掲示し、消費者の意識啓発を図る。 

〇食品の小売店は、環境省の提供する『てまえどり』のPOP等を掲示し、意識啓発を図る。 

  

施策の実施内容 

各主体の役割 

（住民・事業者） 
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施策 10 生ごみの水切りの啓発・推進 

 

可燃ごみとして排出される調理くずには、多くの水分が含ま

れています。この水分は、可燃ごみを焼却処理施設にて焼却処

分する際、水分を蒸発させる必要があるために余分なエネルギ

ーを消費します。また、調理くずに含まれる水分により腐敗が進

み、悪臭や衛生害虫の発生の要因にもなります。調理くずを可

燃ごみとして排出する前に水切りを行うことで、これらの問題の

解決につながるほか、可燃ごみの重量を削減することも可能で

す。 

本町においては、調理くずの水切りの方法を広報くめなんや

久米南町ホームページに掲載し、広く周知徹底を図ります。 

 

広報くめなんや久米南町ホームページに掲載する調理くずの

水切り方法を実践し、可燃ごみの排出削減に努めましょう。 

 

 

◆調理くずの水切りの方法 

〇シンクに調理くずの水切り用三角コーナーを設置する。 

〇設置した三角コーナーに水がかからないよう留意する。 

〇コーヒーや紅茶、茶葉などは乾燥させてから捨てる。 

〇調理くずを可燃ごみとして捨てる前に、ゴム手袋等を着用

し、絞って水分を落とす。 

◆調理くずの水切りによるメリット 

〇可燃ごみの焼却におけるエネルギーの節減につながる。 

〇水分による調理くずの腐敗が抑制され、悪臭や衛生害虫の発生も抑制される。 

〇水分が減ることでごみ袋が軽くなるため、ごみの排出・収集時の労力が軽減される。 

〇ごみ袋から染み出た水分でごみステーションが汚れることを防ぎ、衛生害虫の発生を

抑制する。 

  

施策の実施内容 

各主体の役割 

（住民・事業者） 
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第７節 ごみの分別収集・運搬・中間処理・最終処分計画 

１. ごみの分別収集 

本町のごみの分別区分や方法、分別収集形態等は P９～10 のとおり定めるものであり、今後、

周辺自治体とのごみ処理の広域化や、国・県の方針の変更等により、分別区分等の見直しが必要

となった際にはこれを検討するものとします。また、分別区分等の変更を行う場合には、住民・事

業者による適正な分別排出を推進し、再資源化を促進するために、変更箇所等の周知を徹底す

るよう努めるものとします。 

 

２. ごみ処理方法及び処理主体 

本町のごみの排出から最終処分までの各主体と処理方法等の処理体制について、図表 3-7-

1 及び図表 3-7-2 のとおり示します。令和９年度以降は、可燃ごみの中間処理は岡山市・玉野市

との広域処理を開始し、これに伴い組合において可燃ごみの中継運搬を実施します。 

 

図表 3-7-1 本町のごみに関する各主体と処理方法（令和８年度まで） 

区分 
排出 

主体 

収集 

運搬 

中間処理 最終処分 

処理主体 処理方法 処理主体 処理方法 

生活系 

ごみ 
住民 組合 

組合 

焼却 

破砕 

解体 

選別 

組合 

焼却灰 

⇒資源化 

破砕ごみ・処理残渣 

⇒埋立処分 
事業系 

ごみ 
事業者 

許可 

業者 

※収集運搬や中間処理、資源化に委託を含みます。 

 

 

図表 3-7-2 本町のごみに関する各主体と処理方法（令和９年度以降） 

区分 
排出 

主体 

収集 

運搬 

中間処理 中継運搬 最終処分 

処理主体 処理方法 処理主体 処理方法 処理主体 処理方法 

生活系 

ごみ 
住民 組合 

可燃 

⇒岡山市 

不燃・粗大・

資源 

⇒組合 

焼却 

破砕 

解体 

選別 

組合 
貯留 

積替え 
組合 

焼却灰 

⇒資源化 

破砕ごみ・処理残渣 

⇒埋立処分 
事業系 

ごみ 
事業者 

許可 

業者 

※収集運搬や中間処理、資源化に委託を含みます。 
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３. 収集運搬計画 

本町におけるごみの収集運搬に関する計画は次のとおりです。 

生活系ごみの収集運搬は組合により実施します。事業系ごみは、事業者自らが本町のごみ処

理施設もしくは資源回収業者の処理施設へ搬入を行うほか、収集運搬許可業者へ収集運搬を委

託するものとします。 

本町では、令和９年度開始予定の新可燃ごみ広域処理施設の運転に伴い、可燃ごみの中継運

搬を目的とした中継施設の稼働が開始となります。ごみの適正な処理のためにも、今後も収集運

搬体制を維持していくものとします。 

 

図表 3-7-3 生活系ごみの収集運搬に関する計画 

 排出形態 収集形態 収集頻度 

可燃ごみ 指定袋 ごみ収集ステーション、直接搬入 週１～２回 

不燃ごみ 指定袋 ごみ収集ステーション、直接搬入 月２回 

資源ごみ 
コンテナやかご、メッシュ袋

へ直接排出 
資源ごみステーション、直接搬入 月１～２回 

粗大ごみ 粗大ごみ札 ごみ収集ステーション、直接搬入 月１～２回 

※資源ごみは、資源物の種類により排出形態や収集頻度が異なります。 

 

 

本町のごみの収集運搬量は、人口減少に加え、本計画の発生・排出削減や再資源化の推進に

より減少傾向にあると見込んでおり、令和６年度実績が 1,124ｔ/年であるのに対して、後期目標

年度の令和 22 年度には 920t/年と見込みます。 

 

図表 3-7-4 収集運搬量における実績値及び目標達成時の将来見込み 

 
 

  

R6 R15 R22

実績 中間目標年度 後期目標年度

可燃ごみ 933t/年 821t/年 763t/年

不燃ごみ 40t/年 40t/年 37t/年

資源ごみ 124t/年 114t/年 100t/年

粗大ごみ 27t/年 22t/年 20t/年

合計 1,124t/年 997t/年 920t/年

933 821 763 
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４. 中間処理計画 

本町におけるごみの中間処理に関する計画は次のとおりです。 

本町の可燃ごみは、令和９年４月より岡山市可燃ごみ広域処理施設において広域処理を開始

する予定となっています。不燃ごみ、資源ごみ、粗大ごみは岡山市久米南町衛生施設組合立クリ

ーンセンターにおいて引き続き処理を行います。今後も、ごみの適正な中間処理体制を維持して

いくものとします。 

 

図表 3-7-5 ごみの中間処理に関する計画 

 処理施設（令和９年３月末まで） 処理施設（令和９年４月から） 

可燃ごみ 

岡山市久米南町衛生施設組合立 

クリーンセンター 

岡山市可燃ごみ広域処理施設 

不燃ごみ 
岡山市久米南町衛生施設組合立 

クリーンセンター 
資源ごみ 

粗大ごみ 

 

 

本町のごみの収集運搬量は、人口減少に加え、本計画の発生・排出削減や再資源化の推進に

より減少傾向にあると見込んでおり、令和６年度実績が 1,143ｔ/年であるのに対して、後期目標

年度の令和 22 年度には 936t/年と見込みます。 

 

図表 3-7-6 中間処理における実績値及び目標達成時の将来見込み 

 
※岡山市久米南町衛生施設組合立クリーンセンターにおいて中間処理を行った、不燃ごみや粗大ごみからの資

源化量を含みます 

  

R6 R15 R22

実績 中間目標年度 後期目標年度

クリーンセンター

　可燃ごみ 933t/年 － －

　不燃ごみ 40t/年 40t/年 37t/年

　粗大ごみ 27t/年 22t/年 20t/年

　資源物※ 19t/年 18t/年 16t/年

岡山市可燃ごみ広域処理施設

可燃ごみ － 821t/年 763t/年

その他民間施設

　資源物 124t/年 114t/年 100t/年

合計 1,143t/年 1,015t/年 936t/年
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５. 最終処分計画 

本町における最終処分に関する計画は次のとおりです。 

本町では、焼却処理に伴って焼却処理施設から排出される焼却残渣を資源化しています。よっ

て最終処分の対象物は、不燃ごみや粗大ごみを中間処理した際の処理残渣のみとなっており、最

終処分量の抑制につながっています。 

 

図表 3-7-7 最終処分に関する計画 

施設名 大田最終処分場 

所在地 岡山県岡山市北区建部町大田 4204-5 

事業主体 岡山市久米南町衛生施設組合 

処分対象物 不燃ごみ、粗大ごみの中間処理（破砕・解体・選別）後の残渣 

残余容量 1,507m3（令和５年度一般廃棄物処理実態調査結果より） 

最終処分場の形式 オープン型最終処分場 

 

 

本町のごみの最終処分は、人口減少により不燃ごみ及び粗大ごみの減少が見込まれ、減少傾

向にあると見込んでいます。令和６年度実績が 12ｔ/年であるのに対して、後期目標年度の令和

22 年度には 10ｔ/年と見込みます。 

 

図表 3-7-8 最終処分量における実績値及び目標達成時の将来見込み 

 
 

  

R6 R15 R22

実績 中間目標年度 後期目標年度

大田最終処分場

処理残渣 12t/年 11t/年 10t/年

合計 12t/年 11t/年 10t/年 12 
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10

10

11

11
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12
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（t/年）

（年度）

処理残渣
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６. その他の計画 

①ごみの減量化推進対策 

本町においては、「久米南町一般廃棄物処理基本計画」に基づき、ごみの排出状況や処理主

体、収集運搬・中間処理・最終処分について計画する「久米南町一般廃棄物処理実施計画」を

策定します。本計画において設定した目標値の進捗状況の管理について、久米南町一般廃棄

物処理実施計画により現状を把握し、施策の実施状況等を管理することで、ごみ減量化や再

資源化の推進を行うものとします。 

 

図表 3-7-9 本町のごみ減量化推進のための体制 

 
 

②災害廃棄物対策 

本町では、災害時に発生する災害廃棄物について、久米南町災害廃棄物処理計画に沿った適

正な運搬・処理・処分を実施するものとします。 

また、現有の処理施設のみでは処理が困難となる事態が発生した場合における、災害廃棄物

の処理に関して、大栄環境株式会社と「災害廃棄物等の処理に関する基本協定」を締結しました。

この協定において、災害発生時における災害廃棄物について、迅速かつ円滑な処理を目指します。 

 

図表 3-7-10 民間事業者との協定の内容 

災害廃棄物等の処理に関する基本協定の内容 

久米南町が大栄環境株式会社に、災害廃棄物等の処理について、協力を要請します。 

●災害廃棄物等の撤去、積込作業 

●災害廃棄物等の収集運搬 

●災害廃棄物等の処分など 

大栄環境株式会社は、久米南町から要請があったときは、必要な人員、車両、重機、資機材

を調達し、可能な限りの協力を行うものとします。 
  

令和９年度
一般廃棄物処理

実施計画

（毎年度作成）

令和10年度
一般廃棄物処理

実施計画

（毎年度作成）

令和８年度
一般廃棄物処理

実施計画

（毎年度作成）

令和22年度
一般廃棄物処理

実施計画

（毎年度作成）

・・・・・・・・
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③事業者等の協力 

ごみの排出事業者に対しては、廃棄物の排出者責任の原則に基づいた処理・処分を行うよ

う啓発するものとします。 

また本町では、以下の多くの資源物について、民間資源化事業者と連携して資源化を行って

います。今後も、ごみの資源化及び減量化のため、民間事業者との連携を継続していくものと

します。 

 

図表 3-7-11 民間事業者と連携した資源化を行っている品目 

直接資源化 中間処理（破砕・解体・選別・焼却）後資源化 

・びん類 

・缶類 

・紙類 

・充電式電池、ボタン電池、乾電池 

・蛍光管 

・金属 

・陶器類 

・小型家電 

・ガラス 

・缶類 

・ペットボトル 

・プラスチック製容器包装 

・プラスチック使用製品 

・焼却灰 

 

④不法投棄対策 

全国的にも大きな社会問題となっている不法投棄について、廃棄物処理法の第 16条におい

て、「何人も、みだりに廃棄物を捨ててはならない。」とされています。これは産業廃棄物のみな

らずすべての廃棄物が対象であり、ポイ捨てであっても罰則の対象となります。 

本町においても不法投棄を防止するため、ごみの不法投棄を見つけた場合の不法投棄通報

ダイヤルを広報するなどの対策を講じていくものとします。 

 

⑤不適正処理 

本町のごみの収集は組合により行っており、ごみステーション等に排出されたごみが正しく分

別されていない場合や、異なる品目が混入していることが見受けられた場合には、啓発チラシ

を貼付し収集しないこととしています。これによりごみの排出者へ啓発を行い、分別排出方法

の適正化を促進します。 

またごみの不適正処理の例の一つとして、在宅医療廃棄物の排出についても啓発が必要で

す。本町においては、点滴用パックやチューブ等の、プラスチック製かつ鋭利ではないものにつ

いてのみ「燃やすごみ」での排出を許可しています。注射器や注射針等の危険物については、

ごみの収集運搬や処理の段階で作業員が負傷したり、血液等を媒介として感染症に罹患する

可能性があり大変危険であることから、収集を行っていません。よって町民に対して、在宅医療

廃棄物が生活系ごみに混入することの危険性や、排出方法の啓発を行うものとします。 



計画初年度年度 中期目標年度 後期目標年度

←実績 推計→ ▼ ▼ ▼

年度 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22

[人] 4,823 4,710 4,621 4,510 4,366 4,230 4,191 4,151 4,112 4,073 4,033 3,994 3,946 3,898 3,850 3,802 3,754 3,708 3,662 3,616 3,570 3,524

[人] 4,823 4,710 4,621 4,510 4,366 4,230 4,191 4,151 4,112 4,073 4,033 3,994 3,946 3,898 3,850 3,802 3,754 3,708 3,662 3,616 3,570 3,524

 年間ごみ量 600 584 581 574 542 524 519 514 511 504 500 494 490 483 477 471 466 459 453 448 443 436

可燃ごみ  一日ごみ量 1.64 1.60 1.59 1.57 1.48 1.44 1.42 1.41 1.40 1.38 1.37 1.35 1.34 1.32 1.31 1.29 1.27 1.26 1.24 1.23 1.21 1.19

 原  単  位 339.9 339.7 344.5 348.7 339.2 339.4 339.4 339.4 339.3 339.3 339.3 339.2 339.2 339.2 339.2 339.2 339.1 339.1 339.1 339.1 339.1 339.1

 年間ごみ量 27 28 27 26 27 26 26 25 25 25 24 24 24 24 23 23 23 22 22 22 22 21

不燃ごみ  一日ごみ量 0.07 0.08 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06

 原  単  位 15.3 16.3 16.0 15.8 16.9 16.8 16.7 16.7 16.7 16.6 16.6 16.6 16.6 16.6 16.6 16.6 16.5 16.5 16.5 16.5 16.5 16.5

 年間ごみ量 109 104 97 89 86 82 80 78 77 75 73 72 71 69 68 66 65 64 63 62 60 59

資源ごみ  一日ごみ量 0.30 0.28 0.27 0.24 0.23 0.22 0.22 0.21 0.21 0.20 0.20 0.20 0.19 0.19 0.19 0.18 0.18 0.18 0.17 0.17 0.17 0.16

 原  単  位 61.7 60.5 57.5 54.1 53.8 53.1 52.2 51.5 50.9 50.3 49.8 49.3 48.9 48.5 48.1 47.8 47.5 47.2 46.9 46.6 46.3 46.1

 年間ごみ量 5 7 5 6 5 6 5 5 5 5 5 5 5 5 4 4 4 4 4 4 4 4

粗大ごみ  一日ごみ量 0.01 0.02 0.01 0.02 0.01 0.02 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01

 原  単  位 2.8 4.1 3.0 3.6 3.1 3.9 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2

 年間ごみ量 741 723 710 695 660 638 630 622 618 609 602 595 590 581 572 564 558 549 542 536 529 520

収集ごみ計  一日ごみ量 2.02 1.98 1.94 1.90 1.79 1.75 1.72 1.70 1.69 1.66 1.65 1.63 1.61 1.58 1.57 1.54 1.52 1.51 1.48 1.47 1.45 1.42

 原  単  位 419.8 420.6 420.9 422.2 413.0 413.2 411.5 410.8 410.1 409.4 408.9 408.3 407.9 407.5 407.1 406.8 406.3 406.0 405.7 405.4 405.1 404.9

 年間ごみ量 245 266 243 227 244 215 211 208 205 201 198 196 193 189 186 183 181 178 175 173 170 167

可燃ごみ  一日ごみ量 0.67 0.73 0.67 0.62 0.67 0.59 0.58 0.57 0.56 0.55 0.54 0.54 0.53 0.52 0.51 0.50 0.49 0.49 0.48 0.47 0.47 0.46

 原  単  位 138.8 154.7 144.1 137.9 152.7 139.3 138.1 137.1 136.3 135.5 134.8 134.2 133.6 133.1 132.6 132.2 131.8 131.4 131.0 130.7 130.3 130.0

 年間ごみ量 30 26 21 15 16 13 14 14 14 14 14 13 13 13 13 13 13 12 12 12 12 12

不燃ごみ  一日ごみ量 0.08 0.07 0.06 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03

 原  単  位 17.0 15.1 12.5 9.1 10.0 8.4 9.2 9.2 9.2 9.2 9.2 9.2 9.2 9.2 9.2 9.2 9.2 9.2 9.2 9.2 9.2 9.2

 年間ごみ量 55 66 42 43 42 42 41 39 38 37 36 35 34 33 32 32 31 30 30 29 28 28

資源ごみ  一日ごみ量 0.15 0.18 0.12 0.12 0.11 0.12 0.11 0.11 0.10 0.10 0.10 0.10 0.09 0.09 0.09 0.09 0.08 0.08 0.08 0.08 0.08 0.08

 原  単  位 31.2 38.4 24.9 26.1 26.3 27.2 27 26 25 25 25 24 24 23 23 23 23 22 22 22 22 21

 年間ごみ量 40 26 24 15 14 19 17 17 17 17 16 16 16 16 16 15 15 15 15 15 15 14

粗大ごみ  一日ごみ量 0.11 0.07 0.07 0.04 0.04 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04

 原  単  位 22.7 15.1 14.2 9.1 8.8 12.3 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1

 年間ごみ量 370 384 330 300 316 289 283 278 274 269 264 260 256 251 247 243 240 235 232 229 225 221

直接搬入ごみ計  一日ごみ量 1.01 1.05 0.92 0.82 0.86 0.80 0.78 0.77 0.75 0.74 0.72 0.72 0.70 0.69 0.68 0.66 0.64 0.64 0.63 0.62 0.62 0.61

 原  単  位 209.6 223.4 195.7 182.2 197.8 187.2 184.9 183.3 182.0 180.7 179.6 178.6 177.6 176.8 176.0 175.3 174.7 174.0 173.4 172.8 172.2 171.7

 年間ごみ量 1,111 1,107 1,040 995 976 927 913 900 892 878 866 855 846 832 819 807 798 784 774 765 754 741

 一日ごみ量 3.03 3.03 2.86 2.72 2.65 2.55 2.50 2.47 2.44 2.40 2.37 2.35 2.31 2.27 2.25 2.20 2.16 2.15 2.11 2.09 2.07 2.03

 原  単  位 629.4 643.9 616.6 604.4 610.8 600.4 596.4 594.1 592.1 590.1 588.5 586.9 585.5 584.3 583.1 582.1 581.0 580.0 579.1 578.2 577.3 576.6

可燃ごみ  年間ごみ量 127 110 101 104 99 99 99 99 99 99 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95

 一日ごみ量 0.35 0.30 0.28 0.28 0.27 0.27 0.27 0.27 0.27 0.27 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26

不燃ごみ  年間ごみ量 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 一日ごみ量 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資源ごみ  年間ごみ量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 一日ごみ量 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

粗大ごみ  年間ごみ量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 一日ごみ量 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

収集ごみ計  年間ごみ量 127 111 102 104 99 99 99 99 99 99 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95

 一日ごみ量 0.35 0.30 0.28 0.28 0.27 0.27 0.27 0.27 0.27 0.27 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26

可燃ごみ  年間ごみ量 92 84 97 93 99 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95

 一日ごみ量 0.25 0.23 0.27 0.25 0.27 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26

不燃ごみ  年間ごみ量 4 2 3 1 5 1 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

 一日ごみ量 0.01 0.01 0.01 0.00 0.01 0.00 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01

資源ごみ  年間ごみ量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 一日ごみ量 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

粗大ごみ  年間ごみ量 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

 一日ごみ量 0.01 0.00 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01

直接搬入ごみ計  年間ごみ量 98 87 102 96 106 98 101 101 101 101 101 101 101 101 101 101 101 101 101 101 101 101

 一日ごみ量 0.27 0.24 0.29 0.26 0.29 0.27 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28

 年間ごみ量 225 198 204 200 205 197 200 200 200 200 196 196 196 196 196 196 196 196 196 196 196 196

 一日ごみ量 0.62 0.54 0.57 0.54 0.56 0.54 0.55 0.55 0.55 0.55 0.54 0.54 0.54 0.54 0.54 0.54 0.54 0.54 0.54 0.54 0.54 0.54

 年間ごみ量 1,064 1,044 1,022 998 984 933 924 916 910 899 888 880 873 862 853 844 837 827 818 811 803 793

 一日ごみ量 2.91 2.86 2.81 2.72 2.69 2.56 2.53 2.51 2.49 2.46 2.43 2.41 2.39 2.36 2.34 2.31 2.28 2.27 2.24 2.22 2.20 2.17

 年間ごみ量 61 57 52 42 48 40 44 43 43 43 42 41 41 41 40 40 40 38 38 38 38 37

 一日ごみ量 0.16 0.16 0.14 0.11 0.12 0.11 0.12 0.12 0.12 0.12 0.12 0.12 0.12 0.11 0.11 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10

 年間ごみ量 164 170 139 132 128 124 121 117 115 112 109 107 105 102 100 98 96 94 93 91 88 87

 一日ごみ量 0.45 0.46 0.39 0.36 0.34 0.34 0.33 0.32 0.31 0.30 0.30 0.30 0.28 0.28 0.28 0.27 0.26 0.26 0.25 0.25 0.25 0.24

 年間ごみ量 47 34 31 23 21 27 24 24 24 24 23 23 23 23 22 21 21 21 21 21 21 20

 一日ごみ量 0.13 0.09 0.09 0.07 0.06 0.08 0.07 0.07 0.07 0.07 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06

 年間ごみ量 1,336 1,305 1,244 1,195 1,181 1,124 1,113 1,100 1,092 1,078 1,062 1,051 1,042 1,028 1,015 1,003 994 980 970 961 950 937

 一日ごみ量 3.65 3.57 3.43 3.26 3.21 3.09 3.05 3.02 2.99 2.95 2.91 2.89 2.85 2.81 2.79 2.74 2.70 2.69 2.65 2.63 2.61 2.57

 原  単  位 756.8 759.1 737.6 725.9 739.1 728.0 727.6 726.0 725.6 725.2 721.4 720.9 721.5 722.5 722.3 722.8 723.5 724.1 725.7 728.1 727.1 728.5

 年間ごみ量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資源集団回収量  一日ごみ量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 原  単  位 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 年間ごみ量 1,336 1,305 1,244 1,195 1,181 1,124 1,113 1,100 1,092 1,078 1,062 1,051 1,042 1,028 1,015 1,003 994 980 970 961 950 937

 一日ごみ量 3.65 3.57 3.43 3.26 3.21 3.09 3.05 3.02 2.99 2.95 2.91 2.89 2.85 2.81 2.79 2.74 2.70 2.69 2.65 2.63 2.61 2.57

 原  単  位 756.8 759.1 737.6 725.9 739.1 728.0 727.6 726.0 725.6 725.2 721.4 720.9 721.5 722.5 722.3 722.8 723.5 724.1 725.7 728.1 727.1 728.5

※端数処理のため若干の誤差を含む。

◆表１　ごみ排出量の推計結果（単純推計）
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計画初年度年度 中期目標年度 後期目標年度

←実績 推計→ ▼ ▼ ▼

年度 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22

[人] 4,823 4,710 4,621 4,510 4,366 4,230 4,191 4,151 4,112 4,073 4,033 3,994 3,946 3,898 3,850 3,802 3,754 3,708 3,662 3,616 3,570 3,524

[人] 4,823 4,710 4,621 4,510 4,366 4,230 4,191 4,151 4,112 4,073 4,033 3,994 3,946 3,898 3,850 3,802 3,754 3,708 3,662 3,616 3,570 3,524

 年間ごみ量 600 584 581 574 542 524 509 494 481 475 470 465 461 454 449 443 438 432 427 421 417 410

可燃ごみ  一日ごみ量 1.64 1.60 1.59 1.57 1.48 1.44 1.39 1.35 1.31 1.30 1.29 1.27 1.26 1.24 1.23 1.21 1.20 1.18 1.17 1.15 1.14 1.12

 原  単  位 339.9 339.7 344.5 348.7 339.2 339.4 332.7 326.1 319.3 319.3 319.3 319.2 319.2 319.2 319.2 319.2 319.1 319.1 319.1 319.1 319.1 319.1

 年間ごみ量 27 28 27 26 27 26 26 25 25 25 24 24 24 24 23 23 23 22 22 22 22 21

不燃ごみ  一日ごみ量 0.07 0.08 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06

 原  単  位 15.3 16.3 16.0 15.8 16.9 16.8 16.7 16.7 16.7 16.6 16.6 16.6 16.6 16.6 16.6 16.6 16.5 16.5 16.5 16.5 16.5 16.5

 年間ごみ量 109 104 97 89 86 82 85 88 92 90 88 86 85 83 82 80 79 77 76 75 74 72

資源ごみ  一日ごみ量 0.30 0.28 0.27 0.24 0.23 0.22 0.23 0.24 0.25 0.25 0.24 0.24 0.23 0.23 0.22 0.22 0.22 0.21 0.21 0.20 0.20 0.20

 原  単  位 61.7 60.5 57.5 54.1 53.8 53.1 55.5 58.2 60.9 60.3 59.8 59.3 58.9 58.5 58.1 57.8 57.5 57.2 56.9 56.6 56.3 56.1

 年間ごみ量 5 7 5 6 5 6 5 5 5 5 5 5 5 5 4 4 4 4 4 4 4 4

粗大ごみ  一日ごみ量 0.01 0.02 0.01 0.02 0.01 0.02 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01

 原  単  位 2.8 4.1 3.0 3.6 3.1 3.9 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2

 年間ごみ量 741 723 710 695 660 638 625 612 603 595 587 580 575 566 558 550 544 535 529 522 517 507

収集ごみ計  一日ごみ量 2.02 1.98 1.94 1.90 1.79 1.75 1.70 1.67 1.64 1.63 1.61 1.59 1.57 1.54 1.52 1.50 1.49 1.46 1.45 1.42 1.41 1.39

 原  単  位 419.8 420.6 420.9 422.2 413.0 413.2 408.2 404.1 400.1 399.4 398.9 398.3 397.9 397.5 397.1 396.8 396.3 396.0 395.7 395.4 395.1 394.9

 年間ごみ量 245 266 243 227 244 215 211 208 205 201 198 196 193 189 186 183 181 178 175 173 170 167

可燃ごみ  一日ごみ量 0.67 0.73 0.67 0.62 0.67 0.59 0.58 0.57 0.56 0.55 0.54 0.54 0.53 0.52 0.51 0.50 0.49 0.49 0.48 0.47 0.47 0.46

 原  単  位 138.8 154.7 144.1 137.9 152.7 139.3 138.1 137.1 136.3 135.5 134.8 134.2 133.6 133.1 132.6 132.2 131.8 131.4 131.0 130.7 130.3 130.0

 年間ごみ量 30 26 21 15 16 13 14 14 14 14 14 13 13 13 13 13 13 12 12 12 12 12

不燃ごみ  一日ごみ量 0.08 0.07 0.06 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03

 原  単  位 17.0 15.1 12.5 9.1 10.0 8.4 9.2 9.2 9.2 9.2 9.2 9.2 9.2 9.2 9.2 9.2 9.2 9.2 9.2 9.2 9.2 9.2

 年間ごみ量 55 66 42 43 42 42 41 39 38 37 36 35 34 33 32 32 31 30 30 29 28 28

資源ごみ  一日ごみ量 0.15 0.18 0.12 0.12 0.11 0.12 0.11 0.11 0.10 0.10 0.10 0.10 0.09 0.09 0.09 0.09 0.08 0.08 0.08 0.08 0.08 0.08

 原  単  位 31.2 38.4 25 26 26 27 27 26 25 25 25 24 24 23 23 23 23 22 22 22 22 21

 年間ごみ量 40 26 24 15 14 19 17 17 17 17 16 16 16 16 16 15 15 15 15 15 15 14

粗大ごみ  一日ごみ量 0.11 0.07 0.07 0.04 0.04 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04

 原  単  位 22.7 15.1 14.2 9.1 8.8 12.3 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1

 年間ごみ量 370 384 330 300 316 289 283 278 274 269 264 260 256 251 247 243 240 235 232 229 225 221

直接搬入ごみ計  一日ごみ量 1.01 1.05 0.92 0.82 0.86 0.80 0.78 0.77 0.75 0.74 0.72 0.72 0.70 0.69 0.68 0.66 0.64 0.64 0.63 0.62 0.62 0.61

 原  単  位 209.6 223.4 195.7 182.2 197.8 187.2 184.9 183.3 182.0 180.7 179.6 178.6 177.6 176.8 176.0 175.3 174.7 174.0 173.4 172.8 172.2 171.7

 年間ごみ量 1,111 1,107 1,040 995 976 927 908 890 877 864 851 840 831 817 805 793 784 770 761 751 742 728

 一日ごみ量 3.03 3.03 2.86 2.72 2.65 2.55 2.48 2.44 2.39 2.37 2.33 2.31 2.27 2.23 2.20 2.16 2.13 2.10 2.08 2.04 2.03 2.00

 原  単  位 629.4 643.9 616.6 604.4 610.8 600.4 593.1 587.4 582.1 580.1 578.5 576.9 575.5 574.3 573.1 572.1 571.0 570.0 569.1 568.2 567.3 566.6

可燃ごみ  年間ごみ量 127 110 101 104 99 99 97 96 95 95 91 91 92 91 91 91 92 91 91 91 92 91

 一日ごみ量 0.35 0.30 0.28 0.28 0.27 0.27 0.27 0.26 0.26 0.26 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25

不燃ごみ  年間ごみ量 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 一日ごみ量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資源ごみ  年間ごみ量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 一日ごみ量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

粗大ごみ  年間ごみ量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 一日ごみ量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

収集ごみ計  年間ごみ量 127 111 102 104 99 99 97 96 95 95 91 91 92 91 91 91 92 91 91 91 92 91

 一日ごみ量 0.35 0.30 0.28 0.28 0.27 0.27 0.27 0.26 0.26 0.26 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25

可燃ごみ  年間ごみ量 92 84 97 93 99 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95

 一日ごみ量 0.25 0.23 0.27 0.25 0.27 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26

不燃ごみ  年間ごみ量 4 2 3 1 5 1 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

 一日ごみ量 0.01 0.01 0.01 0.00 0.01 0.00 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01

資源ごみ  年間ごみ量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 一日ごみ量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

粗大ごみ  年間ごみ量 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

 一日ごみ量 0.01 0.00 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01

直接搬入ごみ計  年間ごみ量 98 87 102 96 106 98 101 101 101 101 101 101 101 101 101 101 101 101 101 101 101 101

 一日ごみ量 0.27 0.24 0.29 0.26 0.29 0.27 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28

 年間ごみ量 225 198 204 200 205 197 198 197 196 196 192 192 193 192 192 192 193 192 192 192 193 192

 一日ごみ量 0.62 0.54 0.57 0.54 0.56 0.54 0.55 0.54 0.54 0.54 0.53 0.53 0.53 0.53 0.53 0.53 0.53 0.53 0.53 0.53 0.53 0.53

 年間ごみ量 1,064 1,044 1,022 998 984 933 912 893 876 866 854 847 841 829 821 812 806 796 788 780 774 763

 一日ごみ量 2.91 2.86 2.81 2.72 2.69 2.56 2.50 2.44 2.39 2.37 2.34 2.32 2.30 2.27 2.25 2.22 2.20 2.18 2.16 2.13 2.12 2.09

 年間ごみ量 61 57 52 42 48 40 44 43 43 43 42 41 41 41 40 40 40 38 38 38 38 37

 一日ごみ量 0.16 0.16 0.14 0.11 0.12 0.11 0.12 0.12 0.12 0.12 0.12 0.12 0.12 0.11 0.11 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10

 年間ごみ量 164 170 139 132 128 124 126 127 130 127 124 121 119 116 114 112 110 107 106 104 102 100

 一日ごみ量 0.45 0.46 0.39 0.36 0.34 0.34 0.34 0.35 0.35 0.35 0.34 0.34 0.32 0.32 0.31 0.31 0.30 0.29 0.29 0.28 0.28 0.28

 年間ごみ量 47 34 31 23 21 27 24 24 24 24 23 23 23 23 22 21 21 21 21 21 21 20

 一日ごみ量 0.13 0.09 0.09 0.07 0.06 0.08 0.07 0.07 0.07 0.07 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06

 年間ごみ量 1,336 1,305 1,244 1,195 1,181 1,124 1,106 1,087 1,073 1,060 1,043 1,032 1,024 1,009 997 985 977 962 953 943 935 920

 一日ごみ量 3.65 3.57 3.43 3.26 3.21 3.09 3.03 2.98 2.93 2.91 2.86 2.84 2.80 2.76 2.73 2.69 2.66 2.63 2.61 2.57 2.56 2.53

 原  単  位 756.8 759.1 737.6 725.9 739.1 728.0 723.1 717.4 713.0 713.1 708.5 707.9 709.0 709.2 709.5 709.8 711.1 710.8 713.0 714.5 715.6 715.3

 年間ごみ量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資源集団回収量  一日ごみ量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 原  単  位 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 年間ごみ量 1,336 1,305 1,244 1,195 1,181 1,124 1,106 1,087 1,073 1,060 1,043 1,032 1,024 1,009 997 985 977 962 953 943 935 920

 一日ごみ量 3.65 3.57 3.43 3.26 3.21 3.09 3.03 2.98 2.93 2.91 2.86 2.84 2.80 2.76 2.73 2.69 2.66 2.63 2.61 2.57 2.56 2.53

 原  単  位 758.9 759.1 737.6 725.9 741.1 728.0 723.1 717.4 714.9 713.1 708.5 707.9 711.0 709.2 709.5 709.8 713.0 710.8 713.0 714.5 717.5 715.3

※端数処理のため若干の誤差を含む。

◆表２　ごみ排出量の推計結果（数値目標達成時）

人
口

行政区域内人口

計画処理区域内人口（計画収集人口）

生
活
系
ご
み

収
集
ご
み

 [t/年]

   [t/日]

[g/人/日]

 [t/年]

   [t/日]

[g/人/日]

 [t/年]

   [t/日]

[g/人/日]

 [t/年]

   [t/日]

[g/人/日]

 [t/年]

   [t/日]

[g/人/日]

生活系ごみ合計    [t/日]

 [t/年]

   [t/日]

[g/人/日]

直
接
搬
入
ご
み

 [t/年]

   [t/日]

[g/人/日]

 [t/年]

   [t/日]

[g/人/日]

 [t/年]

   [t/日]

[g/人/日]

 [t/年]

   [t/日]

[g/人/日]

直
接
搬
入
ご
み

 [t/年]

   [t/日]

 [t/年]

   [t/日]

 [t/年]

   [t/日]

事業系ごみ合計  [t/年]

排
出
量

[g/人/日]

   [t/日]

 [t/年]

   [t/日]

 [t/年]

   [t/日]

   [t/日]

可燃ごみ  [t/年]

   [t/日]

不燃ごみ  [t/年]

   [t/日]

資源ごみ

事
業
系
ご
み

許
可
業
者
収
集
ご
み

 [t/年]

総排出量    [t/日]

 [t/年]

排出量計    [t/日]

[g/人/日]

 [t/年]

   [t/日]

粗大ごみ  [t/年]

 [t/年]

   [t/日]

[g/人/日]

 [t/年]

[g/人/日]

   [t/日]

 [t/年]

   [t/日]

 [t/年]

   [t/日]

 [t/年]

   [t/日]

 [t/年]

   [t/日]

 [t/年]



実績← →推計 ▼ ▼

年度 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

Ａ ｔ/年 933 924 916 910 899 888 880 873 862 853 844 837 827 818 811 803 793

ｔ/年 933 924 916 910 899 888 880 873 862 853 844 837 827 818 811 803 793

ｔ/年 933 924 916 910 899 888 880 873 862 853 844 837 827 818 811 803 793

Ｂ ｔ/年 40 44 43 43 43 42 41 41 41 40 40 40 38 38 38 38 37

ｔ/年 40 44 43 43 43 42 41 41 41 40 40 40 38 38 38 38 37

ｔ/年 40 44 43 43 43 42 41 41 41 40 40 40 38 38 38 38 37

Ｃ ｔ/年 124 121 117 115 112 109 107 105 102 100 98 96 94 93 91 88 87

ｔ/年 124 121 117 115 112 109 107 105 102 100 98 96 94 93 91 88 87

ｔ/年 124 121 117 115 112 109 107 105 102 100 98 96 94 93 91 88 87

Ｄ ｔ/年 27 24 24 24 24 23 23 23 23 22 21 21 21 21 21 21 20

ｔ/年 27 24 24 24 24 23 23 23 23 22 21 21 21 21 21 21 20

ｔ/年 27 24 24 24 24 23 23 23 23 22 21 21 21 21 21 21 20

Ｅ ｔ/年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

直接資源化 ｔ/年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

F ｔ/年 1,124 1,113 1,100 1,092 1,078 1,062 1,051 1,042 1,028 1,015 1,003 994 980 970 961 950 937

G ｔ/年 1,124 1,113 1,100 1,092 1,078 1,062 1,051 1,042 1,028 1,015 1,003 994 980 970 961 950 937

ｔ/年 1,030 1,021 1,012

ｔ/年 933 924 916

焼却① ｔ/年 36 37 36

6.5% ｔ/年 61 60 60

10.3% 資源化③ ｔ/年 106 105 104

ｔ/年 1,005 993 981 972 965 953 941 932 924 912 902 895 886 876

ｔ/年 910 899 888 880 873 862 853 844 837 827 818 811 803 793

焼却① ｔ/年 36 36 35 35 35 35 33 33 33 31 31 31 31 31

6.5% ｔ/年 59 58 58 57 57 56 55 55 54 54 53 53 52 52

10.3% 資源化③ ｔ/年 104 102 101 100 99 98 97 96 95 94 93 92 91 90

ｔ/年 67 68 67 67 67 65 64 64 64 62 61 61 59 59 59 59 57

ｔ/年 40 44 43 43 43 42 41 41 41 40 40 40 38 38 38 38 37

ｔ/年 27 24 24 24 24 23 23 23 23 22 21 21 21 21 21 21 20

28.4% 資源化① ｔ/年 19 19 19 19 19 18 18 18 18 18 17 17 17 17 17 17 16

53.7% 焼却① ｔ/年 36 37 36 36 36 35 35 35 35 33 33 33 31 31 31 31 31

17.9% 埋立① ｔ/年 12 12 12 12 12 12 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 10

ｔ/年 19 19 19 19 19 18 18 18 18 18 17 17 17 17 17 17 16

資源化① ｔ/年 19 19 19 19 19 18 18 18 18 18 17 17 17 17 17 17 16

ｔ/年 57 56 54 53 50 50 49 49 47 47 45 44 43 42 42 40 40

金属類 対資源ごみ 5.6% ｔ/年 7 7 7 6 6 6 6 6 6 6 5 5 5 5 5 5 5

ガラス類 対資源ごみ 22.6% ｔ/年 28 27 26 26 25 25 24 24 23 23 22 22 21 21 21 20 20

ペットボトル 対資源ごみ 4.8% ｔ/年 6 6 6 6 5 5 5 5 5 5 5 5 5 4 4 4 4

容器包装プラスチック 対資源ごみ 12.9% ｔ/年 16 16 15 15 14 14 14 14 13 13 13 12 12 12 12 11 11

資源化② ｔ/年 57 56 54 53 50 50 49 49 47 47 45 44 43 42 42 40 40

ｔ/年 67 65 63 62 62 59 58 56 55 53 53 52 51 51 49 48 47

資源ごみ 対資源ごみ 54.1% ｔ/年 67 65 63 62 62 59 58 56 55 53 53 52 51 51 49 48 47

直接資源化 ｔ/年 67 65 63 62 62 59 58 56 55 53 53 52 51 51 49 48 47

ｔ/年 12 12 12 12 12 12 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 10

埋立① ｔ/年 12 12 12 12 12 12 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 10

ｔ/年 249 245 240 238 233 228 225 222 218 215 211 208 205 203 200 196 193

％ 22.2% 22.0% 21.8% 21.8% 21.6% 21.5% 21.4% 21.3% 21.2% 21.2% 21.0% 20.9% 20.9% 20.9% 20.8% 20.6% 20.6%

％ 12.7% 12.6% 12.4% 12.3% 12.2% 12.0% 11.9% 11.8% 11.7% 11.6% 11.5% 11.4% 11.3% 11.3% 11.2% 11.1% 11.0%

資源化① ｔ/年 19 19 19 19 19 18 18 18 18 18 17 17 17 17 17 17 16

資源化② ｔ/年 57 56 54 53 50 50 49 49 47 47 45 44 43 42 42 40 40

直接資源化 ｔ/年 67 65 63 62 62 59 58 56 55 53 53 52 51 51 49 48 47

資源化③ ｔ/年 106 105 104 104 102 101 100 99 98 97 96 95 94 93 92 91 90

ｔ/年 12 12 12 12 12 12 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 10

％ 1.1% 1.1% 1.1% 1.1% 1.1% 1.1% 1.0% 1.1% 1.1% 1.1% 1.1% 1.1% 1.1% 1.1% 1.1% 1.2% 1.1%

焼
却
処
理

可燃ごみ

処理残渣（不燃・粗大残渣）

後期目標年度

クリーンセンター

クリーンセンター

クリーンセンター

資源ごみ

クリーンセンター

可燃ごみ

クリーンセンター

中間目標年度

処理内訳

直接焼却物

集団資源回収

資源集団回収

排出量＝（A～D）の合計

粗大ごみ

ご
み
排
出
量

区　分

可燃ごみ

不燃ごみ

資源ごみ

総排出量＝（A～E）の合計

不燃ごみ

粗大ごみ

◆表３　ごみ排出量内訳の推計結果（単純推計）

※端数処理のため若干の誤差を含む。

焼却残渣

資源化

紙類 処理内訳

（最終処分率）

最終処分

資源化（マテリアルリサイクル）

不燃ごみ

粗大ごみ

クリーンセンター

処
理
・
処
分
内
訳

クリーンセンター

直接資源化

最
終
処
分

最終処分

直
接
資
源
化

中間処理後資源化

中間処理後資源化

民間事業者

不燃ごみ・粗大ごみ処理残渣

（リサイクル率）焼却灰資源化含む

焼却灰資源化

（リサイクル率）焼却灰資源化除く

破
砕
・
解
体
・
選
別
処
理

金属類

残渣焼却

残渣埋立

処理内訳

処理内訳

資源化（金属類）

その他資源化施設

岡山市可燃ごみ広域処理施設

可燃ごみ

処理残渣（不燃・粗大残渣）

直接焼却物

処理内訳 焼却残渣



実績← →推計 ▼ ▼

年度 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

Ａ ｔ/年 933 912 893 876 866 854 847 841 829 821 812 806 796 788 780 774 763

ｔ/年 933 912 893 876 866 854 847 841 829 821 812 806 796 788 780 774 763

ｔ/年 933 912 893 876 866 854 847 841 829 821 812 806 796 788 780 774 763

Ｂ ｔ/年 40 44 43 43 43 42 41 41 41 40 40 40 38 38 38 38 37

ｔ/年 40 44 43 43 43 42 41 41 41 40 40 40 38 38 38 38 37

ｔ/年 40 44 43 43 43 42 41 41 41 40 40 40 38 38 38 38 37

Ｃ ｔ/年 124 126 127 130 127 124 121 119 116 114 112 110 107 106 104 102 100

ｔ/年 124 126 127 130 127 124 121 119 116 114 112 110 107 106 104 102 100

ｔ/年 124 126 127 130 127 124 121 119 116 114 112 110 107 106 104 102 100

Ｄ ｔ/年 27 24 24 24 24 23 23 23 23 22 21 21 21 21 21 21 20

ｔ/年 27 24 24 24 24 23 23 23 23 22 21 21 21 21 21 21 20

ｔ/年 27 24 24 24 24 23 23 23 23 22 21 21 21 21 21 21 20

Ｅ ｔ/年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

直接資源化 ｔ/年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

F ｔ/年 1,124 1,106 1,087 1,073 1,060 1,043 1,032 1,024 1,009 997 985 977 962 953 943 935 920

G ｔ/年 1,124 1,106 1,087 1,073 1,060 1,043 1,032 1,024 1,009 997 985 977 962 953 943 935 920

ｔ/年 1,030 1,008 987

ｔ/年 933 912 893

焼却① ｔ/年 36 37 36

6.5% ｔ/年 61 59 58

10.3% 資源化③ ｔ/年 106 104 102

ｔ/年 969 958 945 937 931 918 907 898 891 879 870 862 855 844

ｔ/年 876 866 854 847 841 829 821 812 806 796 788 780 774 763

焼却① ｔ/年 36 36 35 35 35 35 33 33 33 31 31 31 31 31

6.5% ｔ/年 57 56 56 55 55 54 53 53 52 52 51 51 50 50

10.3% 資源化③ ｔ/年 100 99 97 97 96 95 93 92 92 91 90 89 88 87

ｔ/年 67 68 67 67 67 65 64 64 64 62 61 61 59 59 59 59 57

ｔ/年 40 44 43 43 43 42 41 41 41 40 40 40 38 38 38 38 37

ｔ/年 27 24 24 24 24 23 23 23 23 22 21 21 21 21 21 21 20

28.4% 資源化① ｔ/年 19 19 19 19 19 18 18 18 18 18 17 17 17 17 17 17 16

53.7% 焼却① ｔ/年 36 37 36 36 36 35 35 35 35 33 33 33 31 31 31 31 31

17.9% 埋立① ｔ/年 12 12 12 12 12 12 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 10

ｔ/年 19 19 19 19 19 18 18 18 18 18 17 17 17 17 17 17 16

資源化① ｔ/年 19 19 19 19 19 18 18 18 18 18 17 17 17 17 17 17 16

ｔ/年 57 57 58 59 58 57 56 55 53 52 50 50 49 49 48 47 47

金属類 対資源ごみ 5.6% ｔ/年 7 7 7 7 7 7 7 7 6 6 6 6 6 6 6 6 6

ガラス類 対資源ごみ 22.6% ｔ/年 28 28 29 29 29 28 27 27 26 26 25 25 24 24 24 23 23

ペットボトル 対資源ごみ 4.8% ｔ/年 6 6 6 6 6 6 6 6 6 5 5 5 5 5 5 5 5

容器包装プラスチック 対資源ごみ 12.9% ｔ/年 16 16 16 17 16 16 16 15 15 15 14 14 14 14 13 13 13

資源化② ｔ/年 57 57 58 59 58 57 56 55 53 52 50 50 49 49 48 47 47

ｔ/年 67 69 69 71 69 67 65 64 63 62 62 60 58 57 56 55 53

資源ごみ 対資源ごみ 54.1% ｔ/年 67 69 69 71 69 67 65 64 63 62 62 60 58 57 56 55 53

直接資源化 ｔ/年 67 69 69 71 69 67 65 64 63 62 62 60 58 57 56 55 53

ｔ/年 12 12 12 12 12 12 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 10

埋立① ｔ/年 12 12 12 12 12 12 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 10

ｔ/年 249 249 248 249 245 239 236 233 229 225 221 219 215 213 210 207 203

％ 22.2% 22.5% 22.8% 23.2% 23.1% 22.9% 22.9% 22.8% 22.7% 22.6% 22.4% 22.4% 22.3% 22.4% 22.3% 22.1% 22.1%

％ 12.7% 13.1% 13.4% 13.9% 13.8% 13.6% 13.5% 13.4% 13.3% 13.2% 13.1% 13.0% 12.9% 12.9% 12.8% 12.7% 12.6%

資源化① ｔ/年 19 19 19 19 19 18 18 18 18 18 17 17 17 17 17 17 16

資源化② ｔ/年 57 57 58 59 58 57 56 55 53 52 50 50 49 49 48 47 47

直接資源化 ｔ/年 67 69 69 71 69 67 65 64 63 62 62 60 58 57 56 55 53

資源化③ ｔ/年 106 104 102 100 99 97 97 96 95 93 92 92 91 90 89 88 87

ｔ/年 12 12 12 12 12 12 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 10

％ 1.1% 1.1% 1.1% 1.1% 1.1% 1.2% 1.1% 1.1% 1.1% 1.1% 1.1% 1.1% 1.1% 1.2% 1.2% 1.2% 1.1%

焼
却
処
理

中間目標年度 後期目標年度

区　分

ご
み
排
出
量

可燃ごみ

可燃ごみ

クリーンセンター

不燃ごみ

不燃ごみ

クリーンセンター

資源ごみ

資源ごみ

クリーンセンター

粗大ごみ

◆表４　ごみ排出量内訳の推計結果（数値目標達成時

直
接
資
源
化

民間事業者

 処理内訳

粗大ごみ

残渣埋立

クリーンセンター

金属類

その他資源化施設

クリーンセンター

集団資源回収

資源集団回収

排出量＝（A～D）の合計

総排出量＝（A～E）の合計

直接焼却物

処理内訳 焼却残渣

破
砕
・
解
体
・
選
別
処
理

クリーンセンター

不燃ごみ

粗大ごみ

処理内訳

処理残渣（不燃・粗大残渣）

最
終
処
分

最終処分

不燃ごみ・粗大ごみ処理残渣

焼却灰資源化

残渣焼却

処
理
・
処
分
内
訳

クリーンセンター

可燃ごみ

資源化（金属類）

処理内訳 資源化

最終処分

（最終処分率）

※端数処理のため若干の誤差を含む。

岡山市可燃ごみ広域処理施設

可燃ごみ

処理残渣（不燃・粗大残渣）

直接焼却物

処理内訳 焼却残渣

資源化（マテリアルリサイクル）

（リサイクル率）焼却灰資源化含む

（リサイクル率）焼却灰資源化除く

中間処理後資源化

中間処理後資源化

直接資源化

紙類
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